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敬
愛
し
な
が
ら
反
発
し
、
反
発
し
な
が
ら
敬
愛
す
る 

―
―

中
島
敦
「
弟
子
」
論―

―
 

山

内

麗

は
じ
め
に 

 

中
島
敦
「
弟
子
」
は
、
『
論
語
』
や
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
漢
籍
を
原
典
と
し
て
、

儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
と
そ
の
弟
子
の
子
路
を
描
い
た
中
編
小
説
で
あ
る
。
作
者
の
死

か
ら
二
ヶ
月
後
の
一
九
四
三
年
二
月
に
、
『
中
央
公
論
』
（
第
五
八
巻
第
二
号
、
中
央

公
論
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
（
１
）

。 

 

子
路
は
孔
子
の
「
人
間
の
厚
み
」
に
圧
倒
さ
れ
て
彼
の
弟
子
に
な
っ
た
。
子
路
は
均

衡
の
と
れ
た
豊
か
さ
を
持
つ
孔
子
に
心
酔
し
た
。
し
か
し
、
主
君
の
愚
行
を
諫
め
て
処

刑
さ
れ
た
泄せ

つ

冶や

の
死
を
孔
子
が
無
駄
死
に
と
評
し
た
と
き
な
ど
に
、
子
路
は
保
身
を
最

優
先
す
る
よ
う
な
師
の
考
え
に
不
満
を
感
じ
て
も
い
た
。
仕
官
先
を
探
す
師
に
従
っ
て

放
浪
す
る
う
ち
に
、
子
路
は
不
遇
の
中
で
も
道
を
実
践
し
続
け
る
と
い
う
「
使
命
」
に

目
覚
め
、
孔
子
お
よ
び
そ
れ
に
従
う
自
分
た
ち
の
「
運
命
」
の
意
味
が
わ
か
り
か
け
て

き
た
。
師
の
推
薦
に
よ
り
衛
の
孔
家
に
仕
え
た
子
路
は
、
政
変
の
中
で
主
君
を
救
お
う

と
し
て
戦
死
し
、
そ
れ
を
知
っ
た
孔
子
は
深
く
悲
し
ん
だ
。
以
上
が
「
弟
子
」
の
あ
ら

す
じ
で
あ
る
。 

 

本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
「
運
命
」
が
描
か
れ
た
「
弟
子
」
が
中
島

文
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

中
島
敦
の
作
品
は
、
「
運
命
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
高
橋
英
夫
「
中

島
敦
論―

運
命
と
人
間―

」
（
『
海
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
六
九
年
一
一
月
、

中
央
公
論
社
）
は
、
「
中
島
敦
の
文
学
は
人
間
が
決
し
て
予
知
し
え
な
い
運
命
と
の
出

逢
い
を
、
は
じ
め
は
怖
れ
、
狐
疑
し
な
が
ら
、
最
後
に
は
こ
の
不
可
解
な
現
実
を
人
間

の
側
か
ら
追
い
つ
め
て
い
っ
て
、そ
れ
を
信
ず
る
に
至
っ
た
人
間
意
志
の
文
学
で
あ
り
、

人
間
検
証
の
文
学
で
あ
っ
た
」
と
考
察
し
て
い
る
。
勝
又
浩
「
作
品
と
鑑
賞―

『
山

月
記
』
鑑
賞―

」
（
同
著
『S

p
irit

中
島
敦≪

作
家
と
作
品≫

』
一
九
八
四
年
七
月
、

有
精
堂
）
は
、
「
山
月
記
」
「
文
字
禍
」
「
狐
憑
」
「
木
乃
伊
」
か
ら
な
る
「
古
譚
」

四
編
（
２
）

に
つ
い
て
「
み
な
狂
か

マ

マ

死
か
の
物
語
だ
と
い
う
の
は
、
や
は
り
か
な
り
奇
異

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、
中
島
敦
と
い
う
作
家
が
い
か
に
人
間
の

運
命
と
い
う
問
題
に
憑
か
れ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
中
島
敦
は
複
数
の
作
品
で
描
く
ほ
ど
「
運
命
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
と
捉
え

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
弟
子
」
に
も
「
運
命
」
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
。
善
人
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
に
疑

問
を
抱
い
て
い
た
子
路
は
、
孔
子
の
不
遇
に
も
同
じ
疑
問
を
抱
き
、
そ
の
よ
う
な
「
運

命
」
を
作
り
上
げ
る
「
天
」
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
だ
が
、
師
と
共
に
遍
歴
の
日
々

を
送
る
中
で
そ
の
不
満
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
孔
子
お
よ
び
彼
に
従
う
自
分
た
ち
の
不
遇

を
「
運
命
」
と
し
て
受
け
入
れ
、
「
一
小
国
に
限
定
さ
れ
な
い
・
一
時
代
に
限
ら
れ
な

い
・
天
下
万
代
の
木
鐸
」
と
し
て
の
「
使
命
」
に
目
覚
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
目
覚
め

は
、
乱
れ
た
世
で
も
最
善
を
尽
く
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
師
の
姿
を
間
近
で
見
続
け
て

き
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
二
人
の
関
係
を
語
ら
ず
し
て
子
路
の
「
運
命
」

へ
の
認
識
を
読
み
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
論
者
は
考
え
る
。 
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子
路
の
「
死
に
至
る
迄

渝
（
か
わ
）

ら
な
か
つ
た
・
極
端
に
求
む
る
所
の
無
い
・
純
粋
な
敬

愛
の
情
だ
け
が
、
此
の
男
を
師
の
傍
に
引
留
め
た
」
。
そ
の
一
方
で
、
「
教
を
受
け
る

こ
と
四
十
年
に
近
く
し
て
、
尚
、
此
の
溝
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
語
ら
れ
る
よ
う

に
、
師
弟
間
に
は
考
え
方
の
相
違
が
あ
っ
た
。
子
路
は
師
の
形
式
主
義
的
な
教
え
は
受

け
入
れ
な
い
。
主
君
を
諫
め
て
殺
さ
れ
た
泄
冶
へ
の
評
価
が
分
か
れ
た
際
に
師
弟
間
で

考
え
が
食
い
違
う
場
面
も
あ
る
。
孔
子
は
泄
冶
の
死
を
無
駄
死
に
と
評
し
た
が
、
子
路

は
一
身
の
安
全
よ
り
も
身
を
捨
て
て
義
を
な
す
こ
と
の
方
が
大
切
だ
と
考
え
、
師
の
明

哲
保
身
主
義
に
不
満
を
覚
え
る
。 

 

勝
ち
目
が
な
い
こ
と
を
予
感
し
つ
つ
も
義
を
な
す
こ
と
を
選
ん
だ
子
路
の
死
に
方
は
、

孔
子
が
泄
冶
の
諫
死
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
師
の
意
に
反
す
る
も
の
に
見

え
る
。 

 

 

子
路
は
二
人
を
相
手
に
激
し
く
斬
り
結
ぶ
。
往
年
の
勇
者
子
路
も
、
し
か
し
、

年
に
は
勝
て
ぬ
。
次
第
に
疲
労
が
加
は
り
、
呼
吸
が
乱
れ
る
。
子
路
の
旗
色
の
悪

い
の
を
見
た
群
集
は
、
此
の
時
漸
く
旗
幟
を
明
ら
か
に
し
た
。
罵
声
が
子
路
に
向

つ
て
飛
び
、
無
数
の
石
や
棒
が
子
路
の
身
体
に
当
つ
た
。
敵
の
戟ほ

こ

の
尖
端

さ

き

が
頬
を

掠
め
た
。
纓え

い

（
冠
の
紐
）
が
断
れ
て
、
冠
が
落
ち
か
か
る
。
左
手
で
そ
れ
を
支
へ

よ
う
と
し
た
途
端
に
、
も
う
一
人
の
敵
の
剣
が
肩
先
に
喰
ひ
込
む
。
血
が
迸
り
、

子
路
は
倒
れ
、
冠
が
落
ち
る
。
倒
れ
な
が
ら
、
子
路
は
手
を
伸
ば
し
て
冠
を
拾
ひ
、

正
し
く
頭
に
着
け
て
素
速
く
纓
を
結
ん
だ
。
敵
の
刃
の
下
で
、
真
赤
に
血
を
浴
び

た
子
路
が
、
最
期
の
力
を
絞
つ
て
絶
叫
す
る
。 

「
見
よ
！ 

君
子
は
、
冠
を
、
正
し
う
し
て
、
死
ぬ
も
の
だ
ぞ
！
」（「
十
六
」
四

八
一‐

四
八
二
頁
） 

 

 

冠
を
正
す
行
為
は
、
子
路
が
疑
問
視
し
て
い
た
形
式
主
義
的
な
行
動
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
子
路
の
死
の
場
面
、
特
に
冠
を
正
す
行
為
に
つ
い
て

は
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
木
村
一
信
「
『
弟
子
』
論―

「
己
が
性
情
」
へ
の
指

向―

」
（
同
著
『
中
島
敦
論
』
一
九
八
六
年
二
月
、
双
文
社
）
は
、
冠
を
正
す
行
為

は
孔
子
の
教
え
を
守
ろ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
「
冠
を
正
し
う
し

て
」
と
い
う
言
葉
は
「
尋
常
な
弟
子
と
し
て
生
き
た
い
」
心
情
の
表
れ
で
あ
る
と
捉
え

た
。
松
村
良
「
中
島
敦
「
弟
子
」
論―

師
弟
愛
に
つ
い
て―

」
（
『
学
習
院
大
学

国
語
国
文
学
会
誌
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
学
習
院
大
学
文
学
部
国
語
国
文

学
会
）
は
、
子
路
の
死
は
孔
子
の
思
想
に
反
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
泄

冶
の
死
に
つ
い
て
孔
子
に
再
び
問
い
か
け
る
と
い
う
意
図
を
そ
の
死
に
見
出
し
た
。
子

路
は
孔
子
の
教
え
を
守
っ
て
死
ん
だ
の
か
、
孔
子
の
思
想
に
背
い
て
死
ん
だ
の
か
。
子

路
の
死
の
場
面
の
解
釈
は
揺
れ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
場
面
に
注
目
し
、
弟
子
と
し
て

生
き
た
子
路
の
孔
子
に
対
す
る
最
終
的
な
立
ち
位
置
を
読
み
解
き
た
い
。
弟
子
の
死
と

い
う
形
で
訪
れ
た
師
弟
の
結
末
は
、
師
と
共
に
生
き
「
使
命
」
に
目
覚
め
た
子
路
の
「
運

命
」
へ
の
態
度
の
発
露
で
あ
る
と
論
者
は
考
え
る
。 

 

「
弟
子
」
以
前
の
中
島
作
品
は
、
周
囲
に
生
き
方
を
左
右
さ
れ
る
受
動
的
な
主
人
公

を
描
い
た
も
の
が
目
立
つ
。
そ
れ
に
鑑
み
れ
ば
子
路
は
、
自
ら
の
意
志
に
従
っ
て
生
き

る
能
動
的
な
人
物
で
あ
り
、
本
作
は
そ
の
特
異
性
が
注
目
さ
れ
て
き
た
と
整
理
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
そ
の
特
異
な
人
物
像
は
、「
運
命
」
と
の
関
わ
り
方
に
も
表
れ
て
い
る
。

郭
玲
玲
「
中
島
敦
『
弟
子
』
論―

己
を
堅
持
す
る
子
路
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て―

」

（
『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア

研
究
科
）
が
「
『
弟
子
』
を
は
じ
め
、
南
洋
か
ら
帰
国
し
た
後
に
創
作
し
た
作
品
を
概

観
す
る
と
、
主
人
公
た
ち
に
は
顕
著
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
自
分
の
運
命
に
対

し
て
能
動
的
に
参
与
す
る
意
欲
が
起
こ
り
、
己
の
存
在
に
対
し
て
肯
定
で
き
る
新
た
な
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側
面
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
子
路
は
「
運
命
」
に
流
さ
れ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
「
運
命
」
に
つ
い
て
の
思
考
を
続
け
、
自
ら
の
意
志
を
持
っ
て
生
き
る
。
郭

は
こ
の
よ
う
な
子
路
像
を
「
中
島
文
学
に
お
け
る
新
た
な
展
開
の
一
つ
」
で
あ
る
と
考

察
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
子
路
が
「
運
命
」
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
に
言
及
し
て
い
る

先
行
研
究
も
あ
る
。
先
の
勝
又
浩
「
中
島
敦 

代
表
作
解
題―

『
弟
子
』―

」（
同

著
『S

p
irit

中
島
敦≪

作
家
と
作
品≫

』
前
掲
）
は
、
子
路
と
孔
子
の
「
二
つ
の
大
き

な
個
性
が
相
依
っ
て
、
更
に
大
き
な
社
会
と
、
運
命
と
闘
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
藤
村

猛
「
中
島
敦
論
ノ
ー
ト
（
六
）」（『
国
語
国
文
論
集
』
第
二
三
号
、
一
九
九
三
年
一
月
、

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
）
は
、「
弟
子
」
を
「
主
人
公
達
が
己
の
運
命
と
対
抗
す
る

「
生
死
の
ド
ラ
マ
」」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
勝
又
も
藤
村
も
、
子
路
は
「
運
命
」
に

反
抗
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
師
に
さ
え
譲
る
こ
と

の
で
き
な
い
自
我
に
従
っ
て
生
き
る
子
路
の
人
物
像
か
ら
か
、「
運
命
」
へ
の
不
満
に
つ

い
て
は
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
も
、「
運
命
の
意
味
が
判
り
か
け
て
来
た
」
場
面
は
十
分
に

注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
弟
子
」
以
前
の
主
人
公
の
多
く
が
「
運
命
」

に
自
分
の
意
志
を
圧
倒
さ
れ
て
苦
し
み
を
味
わ
う
の
に
対
し
、子
路
は
不
遇
と
い
う「
運

命
」
を
受
け
入
れ
、
そ
の
中
で
自
分
の
意
志
を
貫
く
「
使
命
」
に
目
覚
め
る
。
本
稿
は
、

こ
の
転
換
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
執
筆
背
景
に
も
目
を
向
け
て
い
く
。 

 

中
島
は
、
南
洋
庁
内
務
部
地
方
課
国
語
編
修
書
記
と
し
て
パ
ラ
オ
島
コ
ロ
ー
ル
の
南

洋
庁
に
赴
任
す
る
た
め
、
一
九
四
一
年
六
月
二
八
日
に
日
本
を
出
国
し
た
。
翌
一
九
四

二
年
の
三
月
一
七
日
に
出
張
の
名
目
で
帰
京
し
、
そ
の
ま
ま
南
洋
庁
に
辞
表
を
提
出
し

た
。「
弟
子
」
の
脱
稿
は
帰
京
後
の
同
年
六
月
二
四
日
で
あ
る
。 

 

中
島
が
帰
京
し
た
一
九
四
二
年
、
日
本
は
戦
争
の
色
が
濃
厚
と
な
っ
て
い
た
。
四
月

一
八
日
に
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
の
主
要
都
市
が
初
め
て
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
や
、
六
月
五
日
に
始
ま
っ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
海
軍
が
大
敗
北
を
喫
し
た

こ
と
か
ら
は
、
時
局
の
悪
化
が
窺
い
知
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
は
文
学
に
ま
で
波
及

し
た
。
同
年
五
月
二
六
日
に
は
日
本
文
学
報
告
会
が
設
立
さ
れ
、
作
家
た
ち
は
国
の
た

め
に
創
作
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
３
）
。 

 

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
中
島
は
戦
争
と
文
学
と
の
関
係
に
言
及
し
た
随
筆
「
章
魚
木

た

こ

の

き

の
下
で
」
を
遺
し
た
。
中
島
の
死
後
の
一
九
四
三
年
一
月
に
『
新
創
作
』
新
年
号
（
第

五
巻
第
一
号
、
豊
国
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
脱
稿
は
前
年
の
一
一
月
二
五

日
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
南
洋
呆ぼ

け
」
ゆ
え
に
戦
争
と
文
学
と
を
全
く
の
別

物
と
見
做
し
て
い
た
中
島
が
帰
京
後
の
文
壇
の
状
況
を
見
た
と
き
の
驚
き
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
随
筆
に
お
い
て
、
中
島
は
「
文
学
を
高
い
所
に
置
い
て
ゐ
る
が
故
に
、
此

の
世
界
に
於
け
る
代
用
品
の
存
在
を
許
し
た
く
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
戦
況
下
で
作

品
が
「
出
来
な
け
れ
ば
出
来
な
い
で
、
ほ
ん
も
の

、
、
、
、
の
出
来
る
迄
待
つ
ほ
か
は
無
い
」（
傍

点
原
文
、
以
下
同
）
と
い
う
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
中
島
自
身
が
思
う
戦
時

下
で
の
文
学
の
意
味
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

文
学
が
其
の
効
用
を
発
揮
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
斯
う
い
ふ
時
世
に
兎
も
す

れ
ば
見
の
が
さ
れ
勝
ち
な
我
々
の
精
神
の
外
剛
内
柔
性―

或
ひ
は
、
気
負
ひ
立

つ
た
外
面
の
下
に
隠
さ
れ
た
思
考
忌
避
性
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
へ
の
・
一
種
の

防
腐
剤
と
し
て
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
之
も
ま
だ
ハ
ツ
キ
リ
言
ひ
切
る
勇
気

は
な
い
。（
二
三
頁
） 

  

中
島
は
、「
南
洋
呆
け
」
と
い
う
自
嘲
の
体
を
取
り
な
が
ら
無
理
に
戦
意
高
揚
の
意
図

を
持
た
せ
た
文
学
を
暗
に
否
定
し
、
流
さ
れ
る
よ
う
に
戦
争
に
向
か
う
人
々
の
目
を
覚

ま
さ
せ
る
こ
と
に
文
学
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。南
洋
行
後
の
作
品
で
あ
る「
弟
子
」
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は
、
作
者
の
こ
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
で
執
筆
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。
論
を

展
開
す
る
う
え
で
は
、
主
人
公
の
意
志
と
「
運
命
」
を
め
ぐ
る
本
作
が
戦
時
下
に
生
み

出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
勘
案
す
る
。 

 

ま
ず
第
一
章
で
は
、「
弟
子
」
と
の
比
較
対
象
と
し
て
中
島
作
品
か
ら
「
山
月
記
」
と

「
牛
人
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
「
運
命
」
を
分
析
す
る
。
第
二
章
で
は
、
語
り
手
の
視

点
に
注
目
し
、「
弟
子
」
の
語
り
の
手
法
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
語
り
手
が
特
別

な
視
点
を
持
た
せ
た
子
貢
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
存
在
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
第

四
章
で
は
、
子
路
と
孔
子
の
溝
の
根
源
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
子
路
の
「
運
命
」
に

対
す
る
感
情
を
追
う
。
最
後
に
第
五
章
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
子
路
が

冠
を
正
し
た
意
味
を
考
察
し
、
敬
愛
と
反
発
を
抱
え
続
け
た
彼
の
到
達
点
を
示
す
。 

  
 

１ 

中
島
文
学
に
お
け
る
「
運
命
」 

 

「
弟
子
」
に
お
け
る
「
運
命
」
に
つ
い
て
論
述
し
、
中
島
文
学
の
中
で
本
作
の
持
つ

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
中
島
敦
の
他
作
品
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
本

章
で
は
そ
れ
以
前
の
作
品
に
お
け
る
「
運
命
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
と
人
間
へ
の
作

用
を
分
析
す
る
。
そ
れ
に
あ
た
り
、「
運
命
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
「
古

譚
」
四
編
お
よ
び
「
古
俗
」（
４
）

二
編
の
中
か
ら
、
作
中
で
主
人
公
の
人
生
が
「
運
命
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
つ
つ
物
語
ら
れ
て
い
る
「
山
月
記
」
と
「
牛
人
」
を
選
出
し
た
。 

 

中
島
敦
「
山
月
記
」
は
、
唐
代
伝
奇
小
説
で
あ
る
李
景
亮
撰
の
「
人
虎
伝
」
を
原
典

と
し
て
、
虎
と
化
し
た
李り

徴
ち
ょ
う

が
友
の
袁
傪

え
ん
さ
ん

と
再
会
す
る
一
晩
の
出
来
事
を
描
い
た
短
編

小
説
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
二
月
に
『
文
學
界
』（
第
九
巻
第
二
号
、
文
藝
春
秋
社
）
に

掲
載
さ
れ
た
。 

 

李
徴
は
詩
人
と
し
て
の
名
が
上
が
ら
ず
に
困
窮
し
、
己
の
詩
業
に
半
ば
絶
望
し
た
。

自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
彼
は
発
狂
し
、
姿
を
消
す
。
翌
年
、
監
察
御
史
の
袁
傪
は
虎

に
襲
わ
れ
か
け
た
。
こ
の
虎
の
正
体
が
友
の
李
徴
で
あ
っ
た
。
李
徴
は
袁
傪
に
理
由
も

わ
か
ら
ず
に
虎
に
な
っ
た
こ
と
を
語
る
と
と
も
に
、
詩
の
伝
録
を
頼
ん
だ
。
そ
の
後
、

彼
は
臆
病
な
自
尊
心
と
尊
大
な
羞
恥
心
の
た
め
に
虎
に
な
っ
た
の
だ
と
告
げ
る
。
別
れ

際
、
李
徴
は
袁
傪
に
妻
子
の
世
話
を
託
し
、
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
詩
業
の
こ
と
を
先
に

頼
む
よ
う
な
男
だ
か
ら
獣
に
身
を
堕
と
す
の
だ
と
自
嘲
し
た
。
以
上
が
「
山
月
記
」
の

あ
ら
す
じ
で
あ
る
。 

 

袁
傪
と
再
会
し
た
李
徴
は
、「
理
由
も
分
ら
ず
に
押
付
け
ら
れ
た
も
の
を
大
人
し
く
受

取
つ
て
、
理
由
も
分
ら
ず
に
生
き
て
行
く
の
が
、
我
々
生
き
も
の
の
さ
だ
め

、
、
、
だ
」
と
語

る
。
李
徴
は
自
身
が
虎
に
な
っ
た
こ
と
を
不
可
解
な
「
運
命
」
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
即
席
の
詩
の
中
で
李
徴
は
「
偶
因
狂
疾
成
殊
類
」
と
述
べ
て
お
り
、
勝

又
浩
「
語
注
」（
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編
『
中
島
敦
全
集
』
第
一
巻
、

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
筑
摩
書
房
）
に
よ
る
と
、
こ
の
部
分
は
「
思
い
が
け
ず
狂
気
に

見
ま
わ
れ
て
獣
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
る
。
李
徴
に
と
っ
て
、
自
身

が
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
理
由
の
わ
か
ら
な
い
偶
然
の
結
果
な
の
だ
。 

 

と
こ
ろ
が
、
即
席
の
詩
を
書
き
取
ら
せ
た
後
、
李
徴
は
「
何
故
こ
ん
な
運
命
に
な
つ

た
か
判
ら
ぬ
と
、
先
刻
は
言
つ
た
が
、
し
か
し
、
考
へ
や
う
に
依
れ
ば
、
思
ひ
当
る
こ

と
が
全
然
な
い
で
も
な
い
」
と
先
刻
の
言
葉
を
覆
す
。 

 

己
は
詩
に
よ
つ
て
名
を
成
さ
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め

て
詩
友
と
交
つ
て
切
磋
琢
磨
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
。
か
と
い
つ

て
、
又
、
己
は
俗
物
の
間
に
伍
す
る
こ
と
も
潔
し
と
し
な
か
つ
た
。
共
に
、
我
が

臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の
所
為
で
あ
る
。
己
の
珠
に
非
ざ
る
こ
と

を
惧
れ
る
が
故
に
、
敢
て
刻
苦
し
て
磨
か
う
と
も
せ
ず
、
又
、
己
の
珠
な
る
べ
き

を
半
ば
信
ず
る
が
故
に
、
碌
々
と
し
て
瓦
に
伍
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
。
己
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は
次
第
に
世
と
離
れ
、
人
と
遠
ざ
か
り
、
憤
悶
と
慙ざ

ん

恚い

と
に
よ
つ
て
益
ゝ
己
の
内

な
る
臆
病
な
自
尊
心
を
飼
ひ
ふ
と
ら
せ
る

、
、
、
、
、
結
果
に
な
つ
た
。
人
間
は
誰
で
も
猛
獣

使
で
あ
り
、
そ
の
猛
獣
に
当
る
の
が
、
各
人
の
性
情
だ
と
い
ふ
。
己
の
場
合
、
こ

の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
つ
た
。
虎
だ
つ
た
の
だ
。
之
が
己
を
損
ひ
、
妻
子
を

苦
し
め
、
友
人
を
傷
つ
け
、
果
て
は
、
己
の
外
形
を
斯
く
の
如
く
、
内
心
に
ふ
さ

は
し
い
も
の
に
変
へ
て
了
つ
た
の
だ
。（
二
七
頁
） 

  

李
徴
は
自
身
の
性
情
で
あ
る
「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
「
尊
大
な
羞
恥
心
」
に
ふ
さ
わ

し
い
姿
が
虎
な
の
だ
と
語
る
。
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
不
可
解
な
偶
然
の
結
果
で

あ
る
と
し
て
い
た
李
徴
だ
が
、
こ
こ
で
は
虎
に
な
っ
た
理
由
を
己
自
身
の
内
面
か
ら
探

っ
て
い
る
（
５
）
。
李
徴
は
そ
の
後
、
再
び
考
え
を
覆
す
。「
本
当
は
、
先
づ
、
此
の
事
の

方
を
先
に
お
願
ひ
す
べ
き
だ
つ
た
の
だ
、
己
が
人
間
だ
つ
た
な
ら
。
飢
ゑ
凍
え
よ
う
と

す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
方
を
気
に
か
け
て
ゐ
る
様
な
男
だ
か

ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕
す
の
だ
」
と
、
今
度
は
自
身
の
人
間
性
の
欠
如
を
虎
に
な
っ

た
理
由
と
し
て
見
出
す
の
で
あ
る
。 

 

「
人
間
は
誰
で
も
猛
獣
使
で
あ
り
、
そ
の
猛
獣
に
当
る
の
が
、
各
人
の
性
情
だ
と
い

ふ
。
己
の
場
合
、
こ
の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
つ
た
。
虎
だ
つ
た
の
だ
」
と
語
る
李

徴
は
、
自
身
の
性
情
で
あ
る
虎
を
制
御
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
虎
の
姿
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
虎
に
変
身
す
る
前
か
ら
虎
は
李
徴
の
一
部
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
で
「
本
当
は
、
先
づ
、
此
の
事
の
方
を
先
に
お
願
ひ
す
べ
き
だ

つ
た
の
だ
、
己
が
人
間
だ
つ
た
な
ら
」
と
語
る
李
徴
は
、
人
間
を
名
乗
る
の
も
お
こ
が

ま
し
い
、
獣
の
よ
う
な
本
性
の
持
ち
主
だ
か
ら
自
分
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
虎
の
姿
に

な
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
本
質
は
端
か
ら
人
間
な
ど
で
は
な
く

虎
だ
っ
た
の
だ
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
で
あ
る
自
分
が
偶
然
虎
に
な
っ
た
、

自
分
の
一
部
で
あ
っ
た
虎
が
肥
大
化
し
た
た
め
姿
も
虎
に
な
っ
た
、
自
分
は
本
来
の
姿

で
あ
る
虎
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
李
徴
は
虎
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
語
れ
ば
語

る
ほ
ど
に
本
来
の
自
己
を
虎
と
見
做
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
６
）
。
虎
の
姿
に
な
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
李
徴
は
「
自
分
は
虎
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
生
成
し
て
い
っ
た

の
だ
。
人
間
の
心
を
保
て
る
時
間
が
次
第
に
短
く
な
り
、「
今
迄
は
、
ど
う
し
て
虎
な
ど

に
な
つ
た
か
と
怪
し
ん
で
ゐ
た
の
に
、
此
の
間
ひ
よ
い
と
気
が
付
い
て
見
た
ら
、
己
は

ど
う
し
て
以
前
、
人
間
だ
つ
た
の
か
と
考
へ
て
ゐ
た
」
と
李
徴
が
述
べ
て
い
る
こ
と
と

紐
づ
け
て
考
え
る
と
、
李
徴
は
人
間
の
心
を
失
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
自
分
が
虎
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
徐
々
に
強
化
し
て
い
く
と
捉
え
ら
れ
る
。
虎
に
な
る
な
ど
と
い
う
不

可
解
と
し
か
思
え
な
い
「
運
命
」
に
よ
っ
て
、
李
徴
の
自
認
は
人
間
か
ら
虎
に
移
り
変

わ
っ
た
。「
運
命
」
は
李
徴
の
姿
を
変
え
た
だ
け
で
な
く
、
認
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た

の
で
あ
る
。 

 

「
山
月
記
」
に
お
け
る
「
運
命
」
は
、
不
可
解
な
も
の
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
李
徴

本
人
に
よ
っ
て
理
由
を
見
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
運
命
」
に
対
峙
す
る
こ
と
を
契

機
と
し
て
人
間
の
意
識
に
揺
さ
振
り
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。人
間
で
あ
る
李
徴
は「
運

命
」
に
強
制
的
に
順
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

中
島
敦
「
牛
人
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
を
原
典
と
し
て
、
主
人
公
で
あ
る
叔

し
ゅ
く

孫そ
ん

豹
ひ
ょ
う

が
夢
の
中
で
自
分
を
助
け
た
人
物
に
よ
く
似
た
庶
子
の
豎じ

ゅ

牛
ぎ
ゅ
う

を
信
任
し
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
裏
切
ら
れ
て
死
に
至
る
ま
で
を
描
い
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
七
月

に
『
政
界
往
来
』（
第
一
三
巻
第
七
号
、
政
界
往
来
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
。 

 
叔
孫
豹
は
乱
を
避
け
て
逃
げ
る
道
中
で
美
婦
と
一
夜
を
共
に
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は

別
の
女
を
娶
り
二
児
を
も
う
け
た
。
あ
る
夜
、
彼
は
下
降
す
る
天
井
に
押
し
潰
さ
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
牛
の
よ
う
な
男
に
助
け
ら
れ
る
夢
を
見
る
。
数
年
後
、
か

つ
て
契
っ
た
女
が
、
夢
の
中
で
己
を
助
け
た
牛
男
に
そ
っ
く
り
な
息
子
を
連
れ
て
訪
ね
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て
来
た
。
豎
牛
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
庶
子
を
叔
孫
豹
は
厚
く
信
任
し
た
の

だ
が
、
豎
牛
は
叔
孫
豹
の
息
子
た
ち
を
密
か
に
陥
れ
て
い
た
。
叔
孫
豹
が
そ
の
事
実
に

気
づ
い
た
と
き
に
は
豎
牛
に
抗
う
術
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
彼
は
豎
牛
に
飢
え
さ
せ
ら

れ
た
。
叔
孫
豹
は
再
び
天
井
が
下
降
す
る
夢
を
見
た
が
、
牛
男
は
今
度
は
救
い
を
求
め

て
も
手
を
伸
べ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
三
日
後
に
、
叔
孫
豹
は
飢
え
て
死
ん
だ
。
以

上
が
「
牛
人
」
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。 

 

叔
孫
豹
が
「
運
命
的
な
畏
怖
感
」
に
圧
倒
さ
れ
て
自
身
の
死
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
直
前
に
見
た
の
が
、
天
井
に
圧
迫
さ
れ
る
も
牛
男
の
助
け
を
得
ら
れ
な
い
夢

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夢
の
中
の
下
降
す
る
天
井
は
現
実
の
叔
孫
豹
の
死
に
関
わ
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
叔
孫
豹
が
天
井
に
押
し
潰
さ
れ
る
か
否
か
が
牛
男
の
行

動
に
左
右
さ
れ
る
描
写
は
、
叔
孫
豹
の
生
死
が
夢
の
中
の
牛
男
に
握
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
。「
見
え
る
筈
は
な
い
の
に
、
天
井
の
上
を
真
黒
な
天
が
磐
石
の
重
さ

で
押
し
つ
け
て
ゐ
る
の
が
、
は
つ
き
り

、
、
、
、
判
る
」
と
あ
り
、
叔
孫
豹
に
迫
る
死
そ
の
も
の

で
あ
る
天
井
を
押
し
つ
け
る
「
天
」
お
よ
び
生
死
を
左
右
す
る
牛
男
は
、
人
間
を
超
越

し
た
神
の
如
き
も
の
で
あ
る
。 

 

牛
男
か
ら
の
助
け
を
得
ら
れ
な
い
夢
か
ら
覚
め
た
叔
孫
豹
は
、
今
度
は
豎
牛
と
対
面

す
る
。 

 

傍
を
見
上
げ
る
と
、
こ
れ
又
夢
の
中
と
そ
つ
く
り

、
、
、
、
な
豎
牛
の
顔
が
、
人
間
離
れ
の

し
た
冷
酷
さ
を
湛
へ
て
、
静
か
に
見
下
し
て
ゐ
る
。
其
の
貌
は
最
早
人
間
で
は
な

く
、
真
黒
な
原
始
の
混
沌
に
根
を
生
や
し
た
一
個
の
物
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
叔

孫
は
骨
の
髄
ま
で
凍
る
思
ひ
が
し
た
。
己
を
殺
さ
う
と
す
る
一
人
の
男
に
対
す
る

恐
怖
で
は
な
い
。
寧
ろ
、
世
界
の
き
び
し
い
悪
意
と
い
つ
た
様
な
も
の
へ
の
、
遜

つ
た
懼
れ
に
近
い
。
最
早
先
刻
迄
の
怒
は
運
命
的
な
畏
怖
感
に
圧
倒
さ
れ
て
了
つ

た
。
今
は
此
の
男
に
刃
向
は
う
と
す
る
気
力
も
失
せ
た
の
で
あ
る
。（
三
七
四
頁
） 

  

叔
孫
豹
は
豎
牛
の
顔
を
「
一
個
の
物
」
の
よ
う
に
感
じ
、
そ
の
奥
に
「
真
黒
な
原
始

の
混
沌
」
を
見
た
。
従
順
な
豎
牛
に
は
、
息
子
た
ち
を
陥
れ
て
叔
孫
豹
を
苦
し
め
、
終

に
は
叔
孫
豹
本
人
を
死
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
裏
の
顔
が
あ
っ
た
。
豎
牛
を
信
任
し
て

い
た
叔
孫
豹
に
と
っ
て
は
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
そ
の
も

の
が
豎
牛
の
本
質
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
真
黒
な
原
始
の
混
沌
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
叔
孫
豹
に
は
豎
牛
の
顔
が
「
一
個
の
物
」
の
よ
う
に
見
え
た
。「
人
間
離

れ
の
し
た
」豎
牛
の
顔
か
ら
は
ど
ん
な
感
情
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を「
物
」

に
喩
え
て
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
原
始
の
混
沌
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
豎
牛
の
顔
は
叔
孫
豹
に
と
っ
て
遠
く
理
解
の
及
ば
な
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
理
解
で
き
な
い
も
の
に
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。「
真
黒
な
原
始
の
混
沌
に
根
を

生
や
し
た
一
個
の
物
」
の
よ
う
に
理
解
不
能
な
顔
の
た
め
に
、
叔
孫
豹
の
豎
牛
へ
の
怒

り
は
「
運
命
的
な
畏
怖
感
に
圧
倒
さ
れ
」
た
の
だ
。 

 

「
牛
人
」
は
、
登
場
人
物
た
ち
の
意
志
と
は
関
係
の
な
い
事
柄
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

物
語
が
展
開
し
て
い
く
。
物
語
の
冒
頭
で
叔
孫
豹
が
斉
に
逃
げ
込
ん
だ
の
は
、
叔
孫
豹

の
意
志
と
は
関
係
な
く
乱
が
起
き
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
先
で
美
婦
と
出
会
っ
た
の
も

偶
然
で
あ
る
。
数
年
後
に
魯
に
戻
っ
た
の
も
、
き
っ
か
け
は
政
変
で
あ
り
叔
孫
豹
の
意

志
と
は
無
関
係
の
出
来
事
で
あ
る
。
叔
孫
豹
が
殺
さ
れ
る
理
由
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、「
運
命
」
に
は
理
由
な
ど
な
く
彼
の
死
さ
え
も
彼
の
意
志
と
は
無
関
係
に
見
え

る
。
作
者
が
『
春
秋
左
氏
伝
』
で
描
か
れ
て
い
る
叔
孫
豹
の
人
柄
や
豎
牛
の
野
心
を
削

ぎ
落
と
し
、
叔
孫
豹
が
豎
牛
に
殺
さ
れ
る
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
こ
と

で
物
語
の
展
開
を
不
可
解
な
も
の
に
し
た
（
７
）

の
は
、「
運
命
」
の
不
可
解
さ
を
描
く
た

め
だ
と
論
者
は
考
え
る
。「
牛
人
」
は
「
運
命
」
の
理
由
が
叔
孫
豹
自
身
に
あ
る
と
す
る
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よ
う
な
因
果
応
報
の
物
語
で
は
な
い
。「
運
命
」
は
意
志
を
持
た
ず
に
理
由
な
く
働
き
、

結
果
的
に
叔
孫
豹
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
牛
人
」
は
、
本
人
の
意
志
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
「
運
命
」
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。「
運
命
」
は
叔
孫
豹
の

意
志
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
動
い
て
い
る
の
だ
。 

 

「
牛
人
」
で
描
か
れ
る
「
運
命
」
は
、「
真
黒
な
原
始
の
混
沌
に
根
を
生
や
し
た
一
個

の
物
」
の
よ
う
に
不
可
解
で
、
逃
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。「
運
命
」
は
そ
れ
自
体
が

意
志
を
持
た
ず
、
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
る
本
人
の
意
志
も
通
じ
な
い
た
め
、
人
間
は
た

だ
「
運
命
」
を
甘
受
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。 

 

「
山
月
記
」
と
「
牛
人
」
の
二
作
品
に
お
け
る
「
運
命
」
は
不
可
解
な
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
前
述
の
高
橋
の
考
察
と
重
な
る
。
だ
が
し
か
し
、
中
島
敦
の
文
学
は
「
運
命
」

を
信
ず
る
に
至
っ
た
「
人
間
意
志
の
文
学
」
で
あ
る
と
の
高
橋
の
考
察
に
対
し
て
論
者

は
懐
疑
的
で
あ
る
。「
山
月
記
」
と
「
牛
人
」
に
お
い
て
、
果
た
し
て
人
間
意
志
は
物
語

を
展
開
さ
せ
る
ほ
ど
の
力
を
持
ち
得
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
李
徴
が
「
運
命
」
に
よ
っ
て

認
識
を
変
化
さ
せ
ら
れ
、
叔
孫
豹
が
「
運
命
」
に
圧
倒
さ
れ
て
抗
う
気
力
を
失
っ
た
よ

う
に
、
こ
の
二
作
品
は
「
運
命
」
を
前
に
し
た
人
間
の
意
志
の
無
力
さ
を
描
い
て
い
る

と
論
者
は
考
え
る
。「
山
月
記
」
と
「
牛
人
」
に
は
、
強
制
力
を
持
つ
「
運
命
」
と
そ
れ

に
翻
弄
さ
れ
る
人
間
の
関
係
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
の
だ
。
で
は
、「
弟
子
」
の
主

人
公
で
あ
る
子
路
は
「
運
命
」
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら

先
は
「
弟
子
」
本
文
の
考
察
に
移
行
す
る
。 

  
 

２ 

子
路
の
一
代
記 

 

主
人
公
で
あ
る
子
路
の
造
型
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
は
子
路
や
孔
子
の
人

生
を
語
る
語
り
手
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

「
苦
心
の
結
果
、
誠
に
如
何
に
も
古
代
支
那
式
な
苦
肉
の
策
が
採
ら
れ
た
」
の
「
古

代
支
那
式
」
と
い
う
表
現
や
、「
第
一
、
何
処
か
ヷ
イ
タ
ル
な
力
の
欠
け
て
ゐ
る
所
が
気

に
入
ら
な
い
」
の
「
ヷ
イ
タ
ル
」
と
い
う
単
語
か
ら
は
、
語
り
手
が
物
語
世
界
よ
り
も

後
の
時
代
に
位
置
し
、
近
代
的
な
価
値
観
を
内
面
化
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、「
戦
勝
国
た
る
筈
の
斉
の
君
臣
一
同
悉
く

顫
（
ふ
る
）

へ
上
つ
た
と
あ
る
」
の
「
と
あ

る
」
か
ら
は
、
語
り
手
が
典
拠
を
も
と
に
こ
の
物
語
を
語
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
こ
の
語
り
手
は
、
典
拠
の
記
述
を
忠
実
に
再
現
す
る

つ
も
り
は
な
い
よ
う
だ
。「
後
世
に
残
さ
れ
た
語
録
の
字
面
な
ど
か
ら
は
到
底
想
像
も
出

来
ぬ
・
極
め
て
説
得
的
な
弁
舌
を
、
孔
子
は
有
つ
て
ゐ
た
」
の
一
文
か
ら
は
、
後
世
に

残
さ
れ
た
記
録
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
要
素
を
、
語
り
手
が
独
自
の
理
解
に
よ
っ
て
孔

子
に
付
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
さ
ま
が
読
み
取
れ
る
。「
兎
に
角
、
経
書
の
字
句
を
ほ
じ

く
つ
た
り
古
礼
を
習
う
た
り
す
る
よ
り
も
、
粗
い
現
実
の
面
と
取
組
み
合
つ
て
生
き
て

行
く
方
が
、
此
の
男
の
性
に
合
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
の
「
や
う
で
あ
る
」
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
語
り
手
は
典
拠
を
読
ん
だ
う
え
で
子
路
や
孔
子
を
自
分
な
り
に
解
釈

し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
弟
子
」
は
、
時
系
列
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く
物
語
で
あ
り
、
子
路
の
一
代
記
の
よ

う
な
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
語
り
手
は
、
孔
子
に
師
事
し
て
間
も
な
い
頃

の
子
路
を
語
る
中
で
「
後
年
の
孔
子
の
長
い
放
浪
の
艱
苦
を
通
じ
て
、
子
路
程
欣
然
と

し
て
従
つ
た
者
は
無
い
」
と
、
そ
の
後
の
彼
の
生
き
方
に
言
及
し
た
り
、「
ず
つ
と
後
年

に
な
つ
て
、
或
時
突
然
、
親
の
老
い
た
こ
と
に
気
が
付
き
、
己
の
幼
か
つ
た
頃
の
両
親

の
元
気
な
姿
を
思
出
し
た
ら
、
急
に
泪
が
出
て
来
た
。
其
の
時
以
来
、
子
路
の
親
孝
行

は
無
類
の
献
身
的
な
も
の
と
な
る
の
だ
が
、
兎
に
角
、
そ
れ
迄
の
彼
の
俄
か
孝
行
は
斯

ん
な
工
合
で
あ
つ
た
」
と
、
時
系
列
に
沿
っ
た
語
り
の
形
式
を
逸
脱
し
て
後
年
の
出
来

事
を
先
取
り
し
た
り
も
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
語
り
手
は
子
路
や
孔
子
の
人
生
を
そ
の

終
わ
り
ま
で
把
握
し
た
う
え
で
こ
の
物
語
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
て
知
っ
て
い
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る
の
だ
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
っ
と
作
為
的
に
配
置
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
は
ず
な

の
に
、
孔
子
に
師
事
し
て
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
弟
子
と
し
て
の
子
路
の
人
生
を
、
語

り
手
は
あ
え
て
時
系
列
に
沿
っ
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
一
代
記
風

に
語
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
ん
じ
て
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
登
場
人
物
の
変
化

を
追
う
た
め
で
あ
る
。 

 

物
語
が
進
む
に
つ
れ
、
子
路
の
考
え
方
は
変
化
し
て
い
く
。
入
門
当
初
、
彼
に
は
ど

う
し
て
も
受
け
つ
け
な
い
教
え
が
あ
っ
た
。 

 

単
に
勇
を
好
む
と
か
柔
を
嫌
ふ
と
か
い
ふ
な
ら
ば
幾
ら
で
も
類
は
あ
る
が
、
此
の

弟
子
程
も
の
、
、
の
形
を
軽
蔑
す
る
男
も
珍
し
い
。
究
極
は
精
神
に
帰
す
る
と
云
ひ
で

う
、
礼
な
る
も
の
は
凡
て
形
か
ら
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
子
路
と
い
ふ
男
は
、

そ
の
形
か
ら
は
ひ
つ
て
行
く
と
い
ふ
筋
道
を
容
易
に
受
け
つ
け
な
い
の
で
あ
る
。

［
中
略
］
形
式
主
義
へ
の
・
此
の
本
能
的
忌
避
と
闘
つ
て
此
の
男
に
礼
楽
を
教
へ

る
の
は
、
孔
子
に
と
つ
て
も
中
々
の
難
事
で
あ
つ
た
。
が
、
そ
れ
以
上
に
、
之
を

習
ふ
こ
と
が
子
路
に
と
つ
て
の
難
事
業
で
あ
つ
た
。（「
二
」
四
五
二
頁
） 

  

こ
の
よ
う
に
、
入
門
当
初
の
子
路
は
形
式
主
義
を
嫌
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の

よ
う
な
彼
に
変
化
が
訪
れ
る
。
師
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
「
兎
に
も
角
に
も
形
に
就
か
う

と
し
」
て
「
俄
か
」
の
親
孝
行
を
始
め
た
子
路
だ
が
、
親
の
老
い
に
気
づ
い
て
涙
を
流

し
た
と
き
以
来
、
彼
の
親
孝
行
は
無
類
に
献
身
的
な
も
の
に
な
っ
た
。
子
路
に
と
っ
て

親
孝
行
は
、
当
初
は
自
分
の
納
得
で
き
な
い
形
式
主
義
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意

味
を
理
解
し
た
こ
と
で
心
か
ら
実
践
で
き
る
行
為
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

子
路
の
変
化
を
描
い
た
場
面
は
他
に
も
あ
る
。
孔
子
一
行
が
暴
徒
に
襲
わ
れ
て
困
窮

す
る
中
、
孔
子
だ
け
は
気
力
が
衰
え
る
こ
と
な
く
、
普
段
通
り
に
弦
歌
し
て
い
た
。
焦

っ
た
子
路
が
「
夫
子
の
歌
ふ
は
礼
か
」
と
尋
ね
る
と
、
孔
子
は
「
由
よ
。
吾
汝
に
告
げ

ん
。
君
子
楽
を
好
む
は
驕
る
な
き
が
為
な
り
。
小
人
楽
を
好
む
は
懾お

そ

る
る
な
き
が
為
な

り
。
そ
れ
誰
の
子
ぞ
や
。
我
を
知
ら
ず
し
て
我
に
従
ふ
者
は
」
と
応
え
た
。
す
る
と
、

子
路
は
「
其
の
心
に
思
ひ
到
」
っ
て
嬉
し
く
な
り
、
舞
い
始
め
た
。
先
の
引
用
中
に
あ

る
よ
う
に
、
礼
と
は
「
凡
て
形
か
ら
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
も
の
で
あ
る
。
歌
う
の
も
礼

な
の
か
と
い
う
子
路
の
問
い
か
ら
は
、
こ
の
状
況
下
で
の
歌
も
形
式
主
義
的
な
も
の
で

あ
る
と
彼
が
捉
え
、
意
味
を
見
出
せ
ず
に
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
で
も
子
路
は
、

孔
子
の
応
答
を
聞
き
「
其
の
心
に
思
ひ
到
」
っ
た
こ
と
で
自
分
も
師
に
倣
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
の
門
下
に
入
っ
た
当
初
、
子
路
は
形
式
主
義
を
受
け
つ
け
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
物
語
の
進
展
と
と
も
に
、
始
め
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
形
式
主
義
的

な
行
為
の
持
つ
意
味
に
彼
が
気
づ
く
様
子
も
描
か
れ
て
お
り
、
子
路
が
形
式
主
義
的
な

行
為
で
あ
っ
て
も
意
味
を
見
出
せ
る
も
の
で
あ
れ
ば
進
ん
で
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
看
取
で
き
る
。
語
り
手
が
こ
の
物
語
を
時
系
列
に
沿
っ
て
語
っ
て
い
る
の
は
、

登
場
人
物
の
変
化
を
追
う
た
め
で
あ
る
。「
弟
子
」
の
中
心
人
物
で
あ
る
子
路
と
孔
子
は

そ
れ
ぞ
れ
に
確
固
た
る
自
己
を
持
っ
て
お
り
、
流
さ
れ
や
す
い
人
物
で
は
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、彼
ら
の
考
え
が
変
化
す
る
と
き
に
は
そ
こ
に
至
る
理
由
が
あ
る
。語
り
手
は
、

彼
ら
が
変
化
し
て
い
く
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
弟
子
」
は
、
近
代
的
な
価
値
観
を
持
つ
語
り
手
が
典
拠
の
記
述
を
超
え
て
子
路
や

孔
子
を
捉
え
直
し
、
変
化
し
て
い
く
彼
ら
を
子
路
の
一
代
記
と
し
て
語
る
物
語
な
の
で

あ
る
。「
己
等
の
用
ひ
ら
れ
よ
う
と
す
る
の
は
己
が
為
に
非
ず
し
て
天
下
の
為
、
道
の
為

な
の
だ
と
本
気
、
、
で、―

全
く
呆
れ
た
こ
と
に
本
気
、
、
で、
さ
う
考
へ
て
ゐ
る
」
と
い
う
一
文

に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
語
り
手
は
孔
子
一
行
を
俯
瞰
的
に
評
価
し
つ
つ
も
、
恥
じ

ら
う
こ
と
な
く
真
っ
直
ぐ
に
理
想
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
彼
ら
に
一
目
置
き
、
愛
着

を
も
っ
て
物
語
る
。 
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３ 

師
弟
を
見
つ
め
る
子
貢 

 

「
子
供
の
時
か
ら
の
疑
問
な
の
だ
が
」
か
ら
始
ま
る
子
路
の
「
天
」
へ
の
不
満
な
ど
、

語
り
手
は
子
路
の
内
言
に
迫
り
も
す
る
。
こ
の
よ
う
に
踏
み
込
ん
だ
語
り
を
す
る
の
は

専
ら
子
路
に
つ
い
て
で
あ
り
、
孔
子
の
内
言
も
語
り
は
す
る
も
の
の
、
子
路
ほ
ど
に
は

踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
そ
ん
な
中
、
語
り
手
が
そ
の
考
え
に
お
墨
付
き
を
与
え
、
読
者

の
信
頼
に
足
る
視
点
を
持
た
せ
た
登
場
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
子
貢
だ
。 

 

瑟し
つ

の
演
奏
を
め
ぐ
る
場
面
が
あ
る
。
孔
子
か
ら
奏
者
の
心
を
映
す
よ
う
な
荒
々
し
い

演
奏
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
子
路
が
、
深
く
考
え
抜
い
た
末
に
「
思
ひ
得
た
と
信

じ
て
」
再
び
演
奏
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
孔
子
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
際
に
、

次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。 

 

 

人
の
良
い
兄
弟
子
の
嬉
し
さ
う
な
笑
顔
を
見
て
、
若
い
子
貢
も
微
笑
を
禁
じ
得

な
い
。
聡
明
な
子
貢
は
ち
や
ん
と

、
、
、
、
知
つ
て
ゐ
る
。
子
路
の
奏
で
る
音
が
依
然
と
し

て
殺
伐
な
北
声
に
満
ち
て
ゐ
る
こ
と
を
。
さ
う
し
て
、
夫
子
が
そ
れ
を
咎
め
給
は

ぬ
の
は
、
痩
せ
細
る
迄
苦
し
ん
で
考
へ
込
ん
だ
子
路
の
一
本
気
を

愍
（
あ
わ
れ
）

ま
れ
た
た

め
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
。（「
四
」
四
五
六
頁
） 

  

語
り
手
は
子
貢
を
「
聡
明
」
で
あ
る
と
評
価
し
、
彼
が
読
み
取
っ
た
こ
と
に
「
ち
や
、
、

ん
と
、
、
」
と
お
墨
付
き
を
与
え
て
い
る
。
語
り
手
は
子
貢
を
通
し
て
子
路
と
孔
子
の
関
係

を
相
対
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

子
貢
は
子
路
と
孔
子
の
違
い
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
。「
こ
こ
に
美
玉
あ
り
。
匱ひ

つ

に
韞を

さ

め
て
蔵か

く

さ
ん
か
。
善

（
ぜ
ん

賈か
）

を
求
め
て
沽う

ら
ん
か
」
と
い
う
子
貢
の
問
い
に
、
孔
子
は
「
之

を
沽
ら
ん
哉
。
之
を
沽
ら
ん
哉
。
我
は
賈

あ
た
ひ

を
待
つ
も
の
な
り
」
と
即
座
に
前
の
め
り
な

応
え
を
出
す
が
、
子
路
は
「
必
ず
し
も
沽
ら
う
と
は
思
は
な
い
」。
子
路
と
孔
子
の
考
え

の
違
い
が
子
貢
の
問
い
を
き
っ
か
け
に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

子
貢
は
子
路
と
孔
子
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
肌
は
合
わ
な
い
が
不
思
議
と
噛
み
合
う

二
人
の
独
特
の
関
係
性
を
も
読
者
に
読
み
取
ら
せ
る
。
師
か
ら
頻
り
に
褒
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
子
貢
を
含
め
た
他
の
弟
子
た
ち
に
嫉
妬
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
顔
回

が
ん
か
い

と
い
う
若

者
が
お
り
、
子
路
は
「
孔
子
か
ら
其
の
強
靱
な
生
活
力
と
、
又
そ
の
政
治
性
と
を
抜
き

去
つ
た
様
」
な
彼
を
あ
ま
り
好
ん
で
い
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
、
子
貢
は
師
を
批
評
し
、

「
顔
回
の
や
う
な
夫
子
と
似
通
つ
た
肌
合
の
男
に
と
つ
て
は
、
自
分
の
感
じ
る
や
う
な

不
満
は
少
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
に
違
ひ
な
い
。
夫
子
が
屢

ゝ

（
し
ば
し
ば
）

顔
回
を
讃
め
ら
れ
る
の

も
、
結
局
は
此
の
肌
合
の
せ
ゐ
で
は
な
い
の
か
」
と
述
べ
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

子
路
は
師
と
の
関
係
の
中
に
そ
れ
ま
で
漠
然
と
感
じ
て
い
た
も
の
を
「
肌
合
の
相
違
」

と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
言
葉
で
認
識
す
る
に
至
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
子
貢
に
よ
る
美
玉
の
問
い
お
よ
び
孔
子
批
評
と
同
じ
第
八
章
に
お
い
て
、

子
貢
に
よ
る
師
へ
の
「
奇
妙
な
質
問
」
も
描
か
れ
る
。「
死
後
の
知
覚
の
有
無
」
に
つ
い

て
の
質
問
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
、「
此
の
優
れ
た
弟
子
の
関
心
の
方
向
を
換
へ
よ
う
」

と
し
た
孔
子
は
「
死
者
知
る
あ
り
と
言
は
ん
と
す
れ
ば
、
将
に
孝
子
順
孫
、
生
を
妨
げ

て
以
て
死
を
送
ら
ん
と
す
る
こ
と
を
恐
る
。
死
者
知
る
な
し
と
言
は
ん
と
す
れ
ば
、
将

に
不
孝
の
子
其
の
親
を
棄
て
て
葬
ら
ざ
ら
ん
と
す
る
こ
と
を
恐
る
」
と
「
妙
な
返
辞
」

を
し
た
。「
飽
く
迄
現
実
主
義
者
、
日
常
生
活
中
心
主
義
者
」
で
あ
る
師
に
対
し
て
尋
ね

る
に
は
適
さ
な
い
た
め
「
奇
妙
な
質
問
」
な
の
で
あ
り
、
質
問
の
返
辞
と
し
て
は
「
見

当
違
ひ
」
で
あ
る
た
め
「
妙
な
返
辞
」
な
の
で
あ
る
。
子
貢
は
師
の
こ
の
返
辞
に
不
満

を
抱
い
た
。
そ
の
後
、
子
貢
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
死
そ
の
も
の
よ
り
も
師
の
死
生
観

に
興
味
を
持
っ
た
子
路
が
死
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
孔
子
は
今
度
は
「
未
だ

生
を
知
ら
ず
。
い
づ
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
」
と
応
え
た
。
こ
の
応
え
に
子
路
は
感
心
し
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た
が
、
子
貢
は
「
又
し
て
も
鮮
や
か
に
肩
透
し
を
喰
つ
た
や
う
な
気
が
し
た
」。
孔
子
は

死
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
先
の
「
妙
な
返
辞
」
と
は
違
う
、
自

分
の
考
え
の
形
を
取
っ
た
素
朴
な
応
答
で
あ
る
。
子
貢
に
質
問
さ
れ
た
と
き
に
は
彼
の

関
心
の
方
向
を
心
配
し
て
自
身
で
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
教
育
的
意
図
を
滲
ま

せ
た
返
辞
を
し
た
孔
子
だ
が
、
子
路
に
同
じ
質
問
を
さ
れ
た
と
き
に
は
彼
の
関
心
に
つ

い
て
心
配
す
る
こ
と
は
な
く
、
率
直
な
返
辞
を
し
た
の
で
あ
る
。
孔
子
に
と
っ
て
子
路

は
、
進
む
方
向
に
関
し
て
は
心
配
無
用
な
一
人
前
の
人
間
で
あ
り
、
他
の
弟
子
に
対
す

る
よ
り
も
師
と
し
て
の
立
場
に
縛
ら
れ
ず
に
話
せ
る
相
手
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
子
路
と
孔
子
の
「
肌
合
の
相
違
」
と
、
教
え
を
授
け
る
者
と
受
け
る
者
の
立
場

に
あ
り
な
が
ら
そ
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
風
変
わ
り
な
師
弟
関
係
の
両
方
が
、
子
貢
の
存

在
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

語
り
手
か
ら
の
お
墨
付
き
を
与
え
ら
れ
た
視
点
を
持
つ
子
貢
の
存
在
は
、
子
路
と
孔

子
の
違
い
を
対
比
さ
せ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
違
い
を
認
識
し
な
が
ら
も
師
と
共

に
あ
る
弟
子
と
そ
の
弟
子
に
一
目
置
く
師
の
特
異
な
関
係
性
を
も
読
者
に
読
み
取
ら
せ

る
。
二
人
の
関
係
は
、
前
を
歩
く
師
を
弟
子
が
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
子
貢
の
視
点
は
、
敬
愛
す
る
師
の
傍
に
あ
り
な
が
ら
も
反
発
を
糧
に
し
て
独

自
の
道
を
行
こ
う
と
す
る
子
路
の
姿
と
、
一
風
変
わ
っ
た
弟
子
を
己
と
は
別
個
の
人
間

と
し
て
尊
重
す
る
孔
子
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 

４ 

「
道
無
き
世
」
に
交
差
す
る
師
弟 

 

子
路
と
孔
子
に
は
独
特
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
人
の
間
に
溝
が
あ
っ
た

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
溝
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
反
発
し
つ
つ
も
師
を
敬
愛
し
続
け

る
子
路
の
造
型
を
意
味
づ
け
る
た
め
に
、
こ
の
師
弟
の
溝
が
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
を

考
察
す
る
。 

 

子
路
の
入
門
当
初
は
政
治
に
関
わ
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
孔
子
だ
が
、
魯
で
思
い
が

け
ず
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
政
治
に
頭
角
を
現
し
た
。「
自
分
の
仕
事
の
結
果

が
直
ぐ
に
は
つ
き
り
と
現
れ
て
来
る
、
し
か
も
今
迄
の
経
験
に
は
無
か
つ
た
程
の
大
き

い
規
模
で
現
れ
て
来
る
こ
と
は
、
子
路
の
様
な
人
間
に
と
つ
て
確
か
に
愉
快
に
違
ひ
な

か
つ
た
」
と
、
子
路
も
政
治
に
喜
び
を
見
出
す
。「
多
年
の
抱
負
の
実
現
に
生
々
と
忙
し

げ
な
孔
子
の
顔
を
見
る
の
も
、
流
石
に
嬉
し
い
。
孔
子
の
目
に
も
、
弟
子
の
一
人
と
し

て
で
は
な
く
一
個
の
実
行
力
あ
る
政
治
家
と
し
て
の
子
路
の
姿
が
頼
も
し
い
も
の
に
映

つ
た
」
と
、
肌
合
い
の
異
な
る
師
弟
は
こ
の
と
き
確
か
に
認
め
合
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
始
め
は
順
調
だ
っ
た
孔
子
の
初
め
て
の
政
治
参
与
が
、
敵
国
に
魯
を
危
険
視
さ
せ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
孔
子
の
存
在
、
あ
る
い
は
孔
子
の
施
政
に
よ
っ
て

充
実
し
て
い
く
魯
の
国
力
に
恐
れ
を
な
し
た
敵
国
が
、
魯
に
美
女
の
一
団
を
送
り
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
に
魅
惑
さ
れ
た
魯
の
有
力
者
た
ち
の
姿
に
早
々
に
見
切
り
を

つ
け
た
子
路
と
は
対
照
的
に
、
孔
子
は
粘
り
強
く
力
を
尽
く
そ
う
と
し
た
が
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
孔
子
の
遍
歴
が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。 

 

善
人
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
子
ど
も
の
頃
か
ら
疑
問
を
抱
い
て
い
た
子
路
は
、

孔
子
の
不
遇
に
も
同
じ
疑
問
を
抱
く
。 

 

天
は
何
を
見
て
ゐ
る
の
だ
。
其
の
様
な
運
命
を
作
り
上
げ
る
の
が
天
な
ら
、
自
分

は
天
に
反
抗
し
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
天
は
人
間
と
獣
と
の
間
に
区
別
を
設
け

な
い
と
同
じ
く
、
善
と
悪
と
の
間
に
も
差
別
を
立
て
な
い
の
か
。
正
と
か
邪
と
か

は
畢
竟
人
間
の
間
だ
け
の
仮
の
取
決
に
過
ぎ
な
い
の
か
？ 

子
路
が
此
の
問
題
で

孔
子
の
所
へ
聞
き
に
行
く
と
、
何
時
も
決
つ
て
、
人
間
の
幸
福
と
い
ふ
も
の
の
真

の
在
り
方
に
就
い
て
説
き
聞
か
せ
ら
れ
る
だ
け
だ
。
善
を
な
す
こ
と
の
報
は
、
で

は
結
局
、
善
を
な
し
た
と
い
ふ
満
足
の
外
に
は
無
い
の
か
？ 

師
の
前
で
は
一
応
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納
得
し
た
や
う
な
気
に
な
る
の
だ
が
、
さ
て
退
い
て
独
り
に
な
つ
て
考
へ
て
見
る

と
、
矢
張
ど
う
し
て
も
釈
然
と
し
な
い
所
が
残
る
。
そ
ん
な
無
理
に
解
釈
し
て
見

た
揚
句
の
幸
福
な
ん
か
で
は
承
知
出
来
な
い
。
誰
が
見
て
も
文
句
の
無
い
・
は
つ

き
り
し
た
形
の
善
報
が
義
人
の
上
に
来
る
の
で
は
な
く
て
は
、
ど
う
し
て
も
面
白

く
な
い
の
で
あ
る
。（「
七
」
四
六
二
頁
） 

  

こ
の
よ
う
に
、
子
路
は
「
運
命
」
を
作
り
上
げ
る
「
天
」
と
い
う
神
の
よ
う
な
存
在

に
対
し
て
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
没
利
害
性
を
有
し
、「
快
感
の
一
種
の
様
な
も
の
」
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
を
善
き
こ
と
と
定
め
る
子
路
だ
が
、
善
を
な
し
た
者
に
「
善
を
な
し

た
と
い
ふ
満
足
」
の
他
に
は
っ
き
り
と
し
た
報
い
が
な
い
こ
と
に
は
納
得
し
か
ね
て
い

る
。
仕
事
の
結
果
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
形
で
現
れ
る
こ
と
を
好
ん
で
い
た
子
路
は
、

善
人
へ
の
報
い
も
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 

 

魯
の
一
件
を
き
っ
か
け
に
自
分
を
用
い
て
く
れ
る
国
を
求
め
て
遍
歴
を
始
め
た
孔
子

だ
が
、
霊
公
を
言
い
な
り
に
し
た
南
子
に
侮
辱
さ
れ
た
翌
日
に
衛
の
国
を
去
っ
た
よ
う

に
、
魯
で
尽
く
せ
る
限
り
の
手
段
を
尽
く
そ
う
と
し
た
昔
日
と
は
反
対
に
、
早
々
に
国

に
見
切
り
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
諸
侯
は
孔
子
の
賢
の
名
を
好
ん
で
、
其
の
実
を

欣
ば
ぬ
」、「
実
際
の
孔
子
は
余
り
に
彼
等
に
は
大
き
過
ぎ
る
も
の
の
や
う
に
見
え
た
」

と
あ
り
、
諸
侯
は
孔
子
が
「
大
き
過
ぎ
る
も
の
」
で
あ
る
た
め
に
孔
子
の
実
を
喜
べ
ず
、

孔
子
の
政
策
を
実
行
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
龍
を
好
ん
だ
葉

し
ょ
う

公こ
う

子し

高こ
う

が
本
物
の
大
き

な
龍
を
見
る
と
恐
れ
て
逃
げ
出
し
た
話
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
諸
侯
に
と
っ
て
の
孔
子

は
、
葉
公
子
高
に
と
っ
て
の
龍
と
同
じ
よ
う
に
「
大
き
過
ぎ
る
」
の
だ
。
そ
の
評
判
を

好
ん
で
い
て
も
、
間
近
に
い
ら
れ
る
と
浮
世
離
れ
し
た
偉
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
押
し
潰

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
怖
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。「
諸
侯
の
敬
遠
と
御
用
学

者
の
嫉
視
と
政
治
家
連
の
排
斥
と
が
、孔
子
を
待
ち
受
け
て
ゐ
た
も
の
の
凡
て
で
あ
る
」

と
い
う
叙
述
は
、「
大
き
過
ぎ
る
」
孔
子
の
与
え
る
恐
怖
が
人
々
を
乱
し
、
そ
の
結
果
が

良
く
な
い
形
で
孔
子
に
返
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

 

孔
子
の
変
化
の
裏
側
で
、
子
路
に
も
変
化
が
生
じ
る
。
暴
徒
に
襲
わ
れ
て
困
窮
す
る

中
、「
君
子
も
窮
す
る
こ
と
あ
る
か
？
」
と
尋
ね
た
子
路
に
、
孔
子
は
「
窮
す
る
と
は
道

に
窮
す
る
の
謂
に
非
ず
や
。
今
、
丘
、
仁
義
の
道
を
抱
き
乱
世
の
患
に
遭
ふ
。
何
ぞ
窮

す
と
な
さ
ん
や
。
も
し
そ
れ
、
食
足
ら
ず
体
瘁つ

か

る
る
を
以
て
窮
す
と
な
さ
ば
、
君
子
も

固
よ
り
窮
す
。
但
、
小
人
は
窮
す
れ
ば
こ
こ
に
濫み

だ

る
」
と
応
え
た
。
子
路
は
「
窮
す
る

も
命
な
る
こ
と
を
知
り
、
大
難
に
臨
ん
で
些
か
の
興
奮
の
色
も
無
い
孔
子
の
容
を
見
て

は
、
大
勇
な
る
哉
と
嘆
ぜ
ざ
る
を
得
な
」
か
っ
た
。
善
人
が
報
わ
れ
な
い
「
運
命
」
に

不
満
を
抱
い
て
い
た
子
路
だ
が
、「
窮
す
る
も
命
な
る
こ
と
を
知
」
り
、「
窮
す
る
」
と

い
う
「
運
命
」
の
中
に
あ
っ
て
も
乱
れ
ず
に
生
き
る
孔
子
の
姿
に
、
自
分
の
「
勇
」
が

孔
子
の
そ
れ
に
比
べ
て
ち
っ
ぽ
け
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

遍
歴
の
中
で
孔
子
に
感
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
子
路
は
師
以
外
の
人
物
か
ら
も
多
大

な
気
づ
き
を
得
た
。
楽
し
み
を
全
う
し
て
生
き
る
一
人
の
老
人
か
ら
次
の
よ
う
に
言
わ

れ
る
場
面
が
あ
る
。 

 

陸
を
行
く
に
は
車
、
水
を
行
く
に
は
舟
と
昔
か
ら
決
つ
た
も
の
。
今
陸
を
行
く
に

舟
を
以
て
す
れ
ば
、
如
何
？ 

今
の
世
に
周
の
古
法
を
施
さ
う
と
す
る
の
は
、
丁

度
陸
に
舟
を
行や

る
が
如
き
も
の
と
謂
ふ
べ
し
。
猨
狙

さ

る

に
周
公
の
服
を
着
せ
れ
ば
、

驚
い
て
引
裂
き
棄
て
る
に
決
つ
て
ゐ
る
。
云
々…

…
…
…

子
路
を
孔
門
の
徒
と
知

つ
て
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
老
人
は
又
言
ふ
。「
楽
し
み
全
く
し
て
始

め
て
志
を
得
た
と
い
へ
る
。志
を
得
る
と
は
軒
冕

け
ん
べ
ん

の
謂い

ひ

で
は
な
い
。」と
。（「
十
一
」

四
七
一
頁
） 
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老
人
は
、
孔
子
の
思
想
は
時
代
遅
れ
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
孔
子
と
は
正
反
対
の
生

き
方
を
し
て
い
る
こ
の
老
人
と
の
出
会
い
は
、
子
路
に
孔
子
を
相
対
化
す
る
機
会
を
与

え
た
。子
路
は
孔
子
の
時
代
と
の
相
性
の
悪
さ
を
言
葉
で
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
大
き
過
ぎ
る
も
の
」
で
あ
る
孔
子
が
用
い
ら
れ
る
と
国
が
乱
れ
て
し
ま
う
の
も
、
こ

の
時
代
と
の
相
性
の
悪
さ
に
よ
る
。
子
路
は
老
人
に
次
の
よ
う
に
返
し
た
。 

 

「
世
と
断
つ
の
は
固
よ
り
楽
し
か
ら
う
が
、
人
の
人
た
る
所
以
は
楽
し
み
を
全
う

す
る
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
区
々
た
る
一
身
を
潔
う
せ
ん
と
し
て
大
倫
を

紊
（
み
だ
）

る
の
は
、
人
間
の
道
で
は
な
い
。
我
々
と
て
、
今
の
世
に
道
の
行
は
れ
な
い
事
ぐ

ら
ゐ
は
、
と
つ
く
に
承
知
し
て
ゐ
る
。
今
の
世
に
道
を
説
く
こ
と
の
危
険
さ
も
知

つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
道
無
き
世
な
れ
ば
こ
そ
、
危
険
を
冒
し
て
も
尚
道
を
説
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」（「
十
一
」
四
七
一‐

四
七
二
頁
） 

  

孔
子
の
時
代
と
の
相
性
の
悪
さ
を
受
け
止
め
、「
道
無
き
世
」
に
お
い
て
道
を
説
く
こ

と
の
必
要
性
を
主
張
し
た
子
路
は
、
こ
の
と
き
、
与
え
ら
れ
た
「
運
命
」
の
中
で
信
念

を
貫
く
こ
と
に
意
味
を
見
出
し
た
の
だ
。「
道
無
き
世
」
が
も
た
ら
す
不
遇
こ
そ
が
、
孔

子
一
行
に
与
え
ら
れ
た
「
運
命
」
で
あ
る
。 

 

翌
朝
、
老
人
と
別
れ
た
子
路
は
、
孔
子
と
老
人
と
を
並
べ
て
考
え
る
。
明
察
も
欲
の

無
さ
で
も
老
人
に
劣
る
は
ず
の
な
い
孔
子
が
己
を
全
う
す
る
生
き
方
を
捨
て
て
道
の
た

め
に
天
下
を
周
遊
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
昨
夜
は
一
向
に
感
じ
な
か
っ
た
憎
悪
を

老
人
に
対
し
て
覚
え
始
め
た
。
こ
の
心
理
描
写
に
つ
い
て
、
秋
元
誠
「
中
島
敦
「
弟
子
」

考―

そ
の
劇
的
な
る
も
の―

」
（
『
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
二
五
巻
、

一
九
九
一
年
三
月
、
富
山
高
等
専
門
学
校
）
は
「
老
人
に
対
す
る
憎
悪
は
「
道
の
為
」

と
い
う
観
念
の
次
元
で
生
じ
て
お
り
、
生
理
的
な
感
覚
と
し
て
は
む
し
ろ
老
人
に
深
く

共
感
し
て
い
る
」
と
読
解
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
の
通
り
、
老
人
の
生
き
方
に
「
之
も

亦
一
つ
の
美
し
き
生
き
方
に
は
違
ひ
な
い
と
、
幾
分
の
羨
望
を
さ
へ
感
じ
な
い
で
は
な

か
つ
た
」
子
路
は
、
彼
へ
の
共
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、
道
の
た
め
に
生
き
る
孔
子
の
崇

高
さ
と
は
か
け
離
れ
た
存
在
で
あ
る
と
い
っ
た
観
念
的
な
理
由
で
彼
を
憎
悪
し
た
。
だ

が
、
憎
悪
の
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
子
路
は
老
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ

て
孔
子
の
偉
大
さ
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
師
と
は
か
け
離
れ
た
生
き
方
に
憧
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
罪
悪
感
を
抱
い
た
。「
一
旦
事
あ
る
場
合
真
先
に
夫
子
の
為
に
生
命
を

抛
（
な
げ
う
）

つ
て
顧
み
ぬ
の
は
誰
よ
り
も
自
分
だ
」
と
深
く
信
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
子
路
は

己
の
不
義
な
一
面
に
戸
惑
い
、「
孔
子
の
弟
子
」
の
顔
を
し
て
い
な
い
自
分
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
。
知
ら
な
い
自
分
の
存
在
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
た
め
に
、
魅
力
を
感
じ

て
い
た
は
ず
の
老
人
を
子
路
は
無
意
識
の
う
ち
に
憎
悪
し
た
の
だ
。
老
人
を
憎
悪
す
る

こ
と
自
体
が
、
子
路
が
彼
に
惹
か
れ
た
こ
と
の
証
な
の
で
あ
る
。 

 

老
人
と
の
出
会
い
は
、
子
路
に
師
を
相
対
化
さ
せ
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
師
と
同
化

す
る
こ
と
の
な
い
自
身
の
性
質
を
自
覚
さ
せ
も
し
た
。
子
路
は
不
遇
の
中
で
信
念
を
貫

き
つ
つ
、
楽
し
み
を
全
う
し
て
生
き
る
老
人
の
よ
う
に
自
分
に
正
直
に
、
意
志
の
ま
ま

に
生
き
る
こ
と
を
選
ん
で
い
く
。
そ
の
た
め
、
孔
子
が
己
の
立
場
を
理
由
に
無
駄
だ
と

わ
か
り
切
っ
た
進
言
を
し
た
な
ど
と
聞
け
ば
、
意
志
よ
り
も
形
を
優
先
さ
せ
る
よ
う
な

師
の
行
動
に
子
路
は
顔
を
曇
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、
師
弟
間
の
溝
は
深
ま
っ
て
い
く
。 

 

異
な
る
肌
合
い
を
持
ち
、
政
治
を
通
し
て
認
め
合
っ
た
子
路
と
孔
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
変
化
を
経
て
、
師
弟
間
で
考
え
が
食
い
違
う
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

が
泄
冶
の
諫
死
を
論
じ
る
場
面
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
孔
子
が
初
め
て
政
治
に

関
わ
っ
た
魯
で
は
仕
事
の
結
果
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
形
で
現
れ
る
の
を
喜
ん
で
い
た

子
路
が
、
こ
こ
で
は
「
仮
令

（
た
と
い
）

結
果
は
ど
う
あ
ら
う
と
も
」
と
命
を
捨
て
て
国
を
正
そ
う

と
し
た
泄
冶
を
評
価
し
た
。
さ
ら
に
、「
無
駄
と
は
知
り
つ
つ
も
諫
死
し
た
方
が
、
国
民
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の
気
風
に
与
へ
る
影
響
か
ら
言
つ
て
も
遥
か
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
諫

め
た
い
主
君
の
心
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
で
あ
ろ
う
彼
の
死
に
、
国
民
の
気
風
に
影

響
を
与
え
得
る
と
い
う
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。
一
方
孔
子
は
「
古
の
士
は
国
に
道
あ

れ
ば
忠
を
尽
く
し
て
以
て
之
を
輔
け
、
国
に
道
無
け
れ
ば
身
を
退
い
て
以
て
之
を
避
け

た
」と
し
て
泄
冶
の
諫
死
を
認
め
な
い
。魯
に
お
い
て
子
路
が
す
ぐ
に
見
切
り
を
つ
け
、

孔
子
が
粘
り
強
く
国
を
正
そ
う
と
し
た
場
面
と
は
二
人
と
も
逆
の
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。
子
路
に
は
孔
子
の
考
え
が
国
家
よ
り
も
個
人
の
出
処
進
退
を
優
先
す
る
明
哲
保
身

主
義
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

遍
歴
の
中
で
生
じ
た
子
路
の
変
化
は
孔
子
と
の
す
れ
違
い
を
誘
発
す
る
に
留
ま
ら
ず
、

彼
の
「
運
命
」
へ
の
態
度
を
変
容
へ
と
誘
い
も
し
た
。 

 

 

孔
子
の
道
を
実
行
に
移
し
て
呉
れ
る
諸
侯
が
出
て
来
よ
う
と
は
、
今
更
望
め
な

か
つ
た
が
、
し
か
し
、
最
早
不
思
議
に
子
路
は
い
ら
だ
た
な
い
。
世
の
溷

濁

（
こ
ん
だ
く
）

と

諸
侯
の
無
能
と
孔
子
の
不
遇
と
に
対
す
る
憤
懣
焦
躁
を
幾
年
か
繰
返
し
た
後
、
漸

く
此
の
頃
に
な
つ
て
、
漠
然
と
な
が
ら
、
孔
子
お
よ
び
そ
れ
に
従
ふ
自
分
等
の
運

命
の
意
味
が
判
り
か
け
て
来
た
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
消
極
的
に
命、
な
り
、
、
と
諦

め
る
気
持
と
は
大
分
遠
い
。
同
じ
く
命、
な
り
、
、
と
云
ふ
に
し
て
も
、「
一
小
国
に
限
定

さ
れ
な
い
・
一
時
代
に
限
ら
れ
な
い
・
天
下
万
代
の
木
鐸
」
と
し
て
の
使
命
に
目

覚
め
か
け
て
来
た
・
か
な
り
積
極
的
な
命、
な
り
、
、
で
あ
る
。
匡

き
ょ
う

の
地
で
暴
民
に
囲
ま

れ
た
時
昂
然
と
し
て
孔
子
の
言
つ
た
「
天
の
未
だ
斯（

し

文
ぶ
ん
）

を
喪

ほ
ろ
ぼ

さ
ざ
る
や
匡
人ひ

と

そ

れ
予わ

れ

を
如
何
せ
ん
や
」
が
、
今
は
子
路
に
も
実
に
良
く
解
つ
て
来
た
。
如
何
な
る

場
合
に
も
絶
望
せ
ず
、
決
し
て
現
実
を
軽
蔑
せ
ず
、
与
へ
ら
れ
た
範
囲
で
常
に
最

善
を
尽
く
す
と
い
ふ
師
の
智
慧
の
大
き
さ
も
判
る
し
、
常
に
後
世
の
人
に
見
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
を
意
識
し
て
ゐ
る
様
な
孔
子
の
挙
措
の
意
味
も
今
に
し
て
始
め
て
頷

け
る
の
で
あ
る
。（「
十
三
」
四
七
五‐

四
七
六
頁
） 

  

子
路
は
、
孔
子
の
道
を
実
行
す
る
諸
侯
が
現
れ
な
い
現
実
を
「
運
命
」
と
し
て
受
け

入
れ
、
そ
れ
で
も
道
を
実
践
し
続
け
る
こ
と
が
自
分
の
「
使
命
」
で
あ
る
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
孔
子
や
子
路
を
取
り
巻
く
不
遇
は
何
も
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
ん
な
「
運

命
」
を
作
り
出
す
「
天
」
に
不
満
を
抱
く
こ
と
を
や
め
、
そ
の
中
で
最
善
を
尽
く
し
て

生
き
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
閻
瑜
「
中
島
敦
文
学
に
お
け
る
「
天
」―

疑

天
か
ら
敬
天
へ―

」（『
大
妻
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
二
一
号
、
二

〇
一
一
年
三
月
、
大
妻
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
は
、「
弟
子
」
に
は
「
天
は
何

を
見
て
ゐ
る
の
だ
」
と
天
の
公
平
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
「
疑
天
」
が
、
そ
の
後
の

「
李
陵
」
に
は
「
天
は
矢
張
り
見
て
ゐ
た
の
だ
」
と
天
の
公
平
性
を
「
粛
然
と
し
て
懼

れ
」
る
「
敬
天
」
が
描
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
中
島
の
「
天
」
に
対
す
る
認
識
の
変
化

に
論
及
し
た
。
確
か
に
「
弟
子
」
に
は
子
路
の
「
天
」
へ
の
疑
問
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、子
路
が
そ
の
反
抗
心
か
ら
解
き
放
た
れ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

子
路
の
「
天
」
へ
の
感
情
は
閻
瑜
の
い
う
「
疑
天
」
の
み
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

で
は
、
物
語
後
半
の
子
路
が
「
運
命
」
を
受
け
入
れ
る
姿
は
「
敬
天
」
と
い
え
る
だ
ろ

う
か
。
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
。
子
路
は
依
然
と
し
て
「
天
」
に
公
平
性
を
感
じ
は
し

な
い
。
不
遇
の
「
運
命
」
を
自
分
ま
し
て
や
孔
子
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
は
思
わ
な

い
ま
ま
、
そ
の
懐
疑
ゆ
え
に
「
天
」
を
恐
れ
ず
自
ら
の
意
志
を
貫
く
決
意
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
子
路
は
「
天
」
が
生
ん
だ
「
運
命
」
を
呑
み
込
み
、
不
満
を
「
使
命
」
に
ま

で
昇
華
さ
せ
た
の
だ
。
先
の
高
橋
英
夫
は
、「
弟
子
」
に
描
か
れ
た
の
は
「
人
間
関
係
の

中
で
育
ま
れ
る
運
命
」
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
師
弟
の
「
運
命
」
に
変
化
は
見

ら
れ
ず
、
そ
れ
を
彼
ら
が
「
育
ん
で
い
る
」
と
は
い
え
な
い
と
論
者
は
考
え
る
。「
運
命
」

を
作
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
天
」
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
使
命
」
の
方
を
こ
そ
人
間
関
係
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が
育
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
路
が
「
使
命
」
の
目
覚
め
に
至
っ
た
の
は
、

師
や
老
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。 

 

自
己
研
鑽
を
重
ね
て
い
た
孔
子
は
、
思
い
が
け
ず
に
政
治
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

魯
で
長
年
の
抱
負
を
実
現
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
、
孔
子
の
存
在
が
他
国
に
危
機
感
を

抱
か
せ
、
国
が
乱
れ
て
し
ま
っ
た
。
魯
で
は
国
が
乱
れ
て
も
尽
く
せ
る
限
り
の
手
段
を

尽
く
そ
う
と
し
て
い
た
孔
子
だ
が
、
そ
の
後
は
国
に
道
が
無
い
と
き
に
は
退
く
べ
き
だ

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
孔
子
は
諸
侯
に
と
っ
て
「
大
き
過
ぎ
る
も
の
」
で
あ

り
、
恐
ろ
し
い
存
在
で
あ
る
。
彼
に
よ
っ
て
自
分
の
立
場
が
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
彼
の
政
策
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
の
で
は
な
い
か
と
為
政
者
が
考
え
る
こ
と
の

な
い
、
整
っ
た
国
で
な
け
れ
ば
、
孔
子
を
持
て
余
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
実
感
し
た
孔

子
は
、
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
国
を
探
し
続
け
る
。
自
己
を
高
め
て
い
た

孔
子
は
、
徐
々
に
己
の
「
外
」
に
道
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

子
路
は
善
人
が
報
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
「
運
命
」
を
作
り
上
げ

る
「
天
」
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
遍
歴
の
中
で
人
々
の
悪
意
に
晒

さ
れ
て
も
い
つ
も
通
り
に
振
る
舞
う
師
の
姿
に
、
乱
れ
た
世
に
お
い
て
報
わ
れ
る
こ
と

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
の
崇
高
さ
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
子
路
は
、
老
人

と
の
出
会
い
を
通
し
て
「
道
無
き
世
」
で
こ
そ
道
を
説
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
よ

う
に
な
る
。「
外
」
に
道
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
己
の
「
内
」
に
道
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
の
初
め
て
の
政
治
参
与
以
降
、
孔
子
の
意
識
は
「
内
」
か
ら
「
外
」

に
、
子
路
の
意
識
は
「
外
」
か
ら
「
内
」
へ
と
向
か
っ
て
い
き
、
師
弟
は
す
れ
違
っ
て

い
っ
た
。
泄
冶
の
諫
死
に
つ
い
て
の
評
価
が
師
弟
間
で
食
い
違
っ
た
の
は
、
孔
子
は
自

分
と
同
じ
よ
う
に
国
を
退
き
整
っ
た
「
外
」
を
探
し
た
方
が
泄
冶
も
能
力
を
世
の
た
め

に
生
か
せ
た
は
ず
だ
と
考
え
、
子
路
は
泄
冶
の
「
内
」
な
る
仁
の
精
神
を
評
価
し
た
か

ら
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
人
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
場
を
探
す
べ
き
と
す
る
孔
子
の
考

え
は
、
子
路
に
は
現
在
の
場
で
身
を
捨
て
て
自
分
の
信
念
を
貫
く
こ
と
を
し
な
い
保
身

に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

遍
歴
の
中
で
改
め
て
気
づ
く
師
の
偉
大
さ
に
感
化
さ
れ
て
、子
路
は
成
熟
し
て
い
く
。

子
路
は
孔
子
の
変
わ
ら
ぬ
「
人
間
の
厚
み
」
を
追
い
続
け
る
が
、
そ
の
裏
側
で
は
孔
子

も
ま
た
変
化
し
続
け
る
し
、
彼
の
形
式
主
義
的
な
一
面
も
残
り
続
け
る
。
近
づ
い
た
か

の
よ
う
に
見
え
た
師
弟
の
距
離
は
、
そ
う
か
と
思
え
ば
ま
た
離
れ
て
い
く
。
不
変
の
「
肌

合
の
相
違
」
か
ら
な
る
溝
は
、
二
人
の
変
化
を
も
っ
て
し
て
も
埋
め
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。 

  
 

５ 

並
び
立
つ
師
弟 

 

孔
子
に
感
化
さ
れ
つ
つ
も
師
と
は
異
な
る
独
自
の
信
念
を
貫
く
子
路
は
、
な
ぜ
最
期

に
冠
を
正
す
と
い
う
師
の
教
え
を
彷
彿
と
さ
せ
る
行
動
を
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章

で
は
そ
れ
を
考
察
し
、
彼
の
死
に
ざ
ま
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
師
弟
の
座
標
を
読
み
取

る
。 

 

孔
子
の
推
薦
に
よ
り
衛
の
孔
家
に
仕
え
た
子
路
は
、
政
変
の
中
で
主
君
を
救
お
う
と

戦
っ
た
。
子
路
の
死
の
場
面
を
再
度
引
用
す
る
。 

 

 

子
路
は
二
人
を
相
手
に
激
し
く
斬
り
結
ぶ
。
往
年
の
勇
者
子
路
も
、
し
か
し
、

年
に
は
勝
て
ぬ
。
次
第
に
疲
労
が
加
は
り
、
呼
吸
が
乱
れ
る
。
子
路
の
旗
色
の
悪

い
の
を
見
た
群
集
は
、
此
の
時
漸
く
旗
幟
を
明
ら
か
に
し
た
。
罵
声
が
子
路
に
向

つ
て
飛
び
、
無
数
の
石
や
棒
が
子
路
の
身
体
に
当
つ
た
。
敵
の
戟ほ

こ

の
尖
端

さ

き

が
頬
を

掠
め
た
。
纓え

い

（
冠
の
紐
）
が
断
れ
て
、
冠
が
落
ち
か
か
る
。
左
手
で
そ
れ
を
支
へ

よ
う
と
し
た
途
端
に
、
も
う
一
人
の
敵
の
剣
が
肩
先
に
喰
ひ
込
む
。
血
が
迸
り
、
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子
路
は
倒
れ
、
冠
が
落
ち
る
。
倒
れ
な
が
ら
、
子
路
は
手
を
伸
ば
し
て
冠
を
拾
ひ
、

正
し
く
頭
に
着
け
て
素
速
く
纓
を
結
ん
だ
。
敵
の
刃
の
下
で
、
真
赤
に
血
を
浴
び

た
子
路
が
、
最
期
の
力
を
絞
つ
て
絶
叫
す
る
。 

「
見
よ
！ 
君
子
は
、
冠
を
、
正
し
う
し
て
、
死
ぬ
も
の
だ
ぞ
！
」（「
十
六
」
四

八
一‐

四
八
二
頁
） 

  

子
路
が
孔
子
の
門
下
に
入
る
前
か
ら
好
ん
で
い
た
長
剣
は
、
子
路
の
生
ま
れ
持
っ
て

の
性
質
の
象
徴
で
あ
る
。
対
し
て
、
か
つ
て
は
無
頼
の
徒
で
あ
る
こ
と
を
示
す
垂
冠
を

着
け
て
い
た
子
路
に
と
っ
て
、正
し
く
身
に
着
け
た
冠
は
孔
子
の
教
え
の
象
徴
で
あ
る
。 

 

形
式
主
義
的
な
行
為
に
対
す
る
態
度
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
他
の
弟
子
た
ち
が
形

か
ら
入
る
と
こ
ろ
を
、子
路
は
精
神
が
育
っ
て
か
ら
形
に
至
る
よ
う
な
弟
子
で
あ
っ
た
。

冠
を
拾
う
行
為
は
、
一
見
、
形
か
ら
君
子
を
装
お
う
と
す
る
形
式
主
義
的
な
も
の
に
見

え
る
。
け
れ
ど
も
、
子
路
は
形
か
ら
入
る
つ
も
り
で
冠
を
正
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
自
分
の
精
神
が
君
子
足
る
も
の
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
冠
を
正
し
た
の
で
あ
る
。

泄
冶
の
諫
死
を
巡
っ
て
議
論
し
た
際
、
孔
子
は
「
生
命
は
道
の
為
に
捨
て
る
と
し
て
も

捨
て
時
・
捨
て
処
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
政
変
の
知
ら
せ
を
受
け
た
子
路
の
「
愈
ゝ
来

た
な
」
と
い
う
思
い
は
、
予
想
通
り
に
政
変
が
起
こ
っ
た
と
同
時
に
、
自
分
の
生
命
の

「
捨
て
時
・
捨
て
処
」
も
到
来
し
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
主

君
を
諫
め
た
泄
冶
と
は
違
い
、
子
路
は
主
君
を
救
お
う
と
し
た
。
泄
冶
も
子
路
も
正
義

を
貫
い
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
二
人
の
置
か
れ
た
状
況
は
異
な
る
。
子
路

は
師
の
教
え
に
背
い
て
泄
冶
の
よ
う
な
死
に
方
を
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、

師
の
言
う
生
命
の
「
捨
て
時
・
捨
て
処
」
が
見
つ
か
っ
た
た
め
に
死
を
覚
悟
し
た
の
で

あ
る
。
最
期
の
子
路
の
状
態
こ
そ
が
、
長
剣
が
象
徴
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
気
質
と
冠
が

象
徴
す
る
孔
子
の
教
え
の
両
方
を
融
合
し
た
結
果
な
の
だ
。
異
な
る
性
質
を
持
つ
が
ゆ

え
に
孔
子
と
師
弟
の
立
場
を
超
え
た
絆
を
育
ん
で
い
た
子
路
は
、
形
式
主
義
的
な
師
の

方
法
と
は
違
う
独
自
の
方
法
で
君
子
と
な
っ
た
。「
道
無
き
世
」
に
孔
子
と
交
差
し
て
い

た
子
路
だ
が
、
死
の
間
際
に
自
分
を
君
子
と
呼
べ
る
よ
う
に
な
り
、
孔
子
と
並
び
立
つ

存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

孔
子
は
子
路
の
死
を
悼
み
、
子
路
が

醢
し
し
び
し
お

（
塩
漬
け
）
に
さ
れ
た
と
聞
け
ば
そ
の
後

一
切
塩
漬
け
を
食
べ
な
か
っ
た
。
各
務
美
穂
「
中
国
の
刑
罰―

醢
刑
を
中
心
に―

」

（『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
佛
教
大
学
中
国
言
語
文

化
研
究
会
）
は
、
子
路
が
醢
に
さ
れ
た
史
実
を
例
の
一
つ
と
し
な
が
ら
死
体
を
塩
漬
け

に
す
る
醢
刑
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
各
務
に
よ
れ
ば
、
醢
刑
と
は
、
受
刑

者
の
肉
を
剥
い
で
切
り
刻
み
食
品
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、「
身
体
を
激
し
く
損
傷
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
い
う
立
場
を
失
わ
せ
る
」
刑
罰
で
あ
る
（
８
）
。
さ
ら
に
各
務
に

よ
る
と
、
醢
を
捨
て
さ
せ
る
行
為
は
食
事
上
の
礼
を
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い

う
。
食
品
と
し
て
の
醢
は
、
ど
の
料
理
に
何
の
醢
を
組
み
合
わ
せ
る
か
の
規
則
が
礼
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
孔
子
は
そ
の
決
ま
り
を
重
ん
じ
て
お
り
、
合
わ
せ
る
醢
が
無

け
れ
ば
食
品
そ
の
も
の
も
食
べ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
論
語
』
に
記
録
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
醢
を
処
分
さ
せ
る
行
為
は
、
孔
子
が
食
事
の
規
則
に
従
え
な
く
な
る
結

果
を
も
た
ら
す
と
し
た
考
察
で
あ
る
。 

 

「
弟
子
」
作
中
で
は
醢
刑
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
持
つ
意
味
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
で
も
、「
全
身
膾

な
ま
す

の
如
く
に
切
り
刻
ま
れ
て
、
子
路
は
死
ん
だ
」
と
い
う
一
文
に
お

い
て
子
路
が
食
品
の
膾
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
彼
の
人
と
し
て
の
尊
厳
が

奪
わ
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
子
路
が
こ
の
よ
う
な
目
に
遭
っ
た
こ
と
は
、
孔
子
に

と
っ
て
重
い
事
実
に
違
い
な
い
。
道
を
説
く
自
分
た
ち
が
時
代
や
人
々
か
ら
疎
ま
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
子
路
は
こ
の
よ
う
な
死
に
方
を
せ
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え

も
す
る
だ
ろ
う
。「
大
き
過
ぎ
る
も
の
」
で
あ
る
孔
子
と
「
道
無
き
世
」
の
相
性
の
悪
さ
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は
、
子
路
の
死
に
ざ
ま
に
ま
で
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
。
醢
を
避
け
る
行
為
は
、
愛

弟
子
の
死
の
み
な
ら
ず
子
路
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
く

な
い
孔
子
の
心
の
表
れ
で
あ
る
。
各
務
の
説
に
拠
る
な
ら
ば
、
礼
の
遵
守
よ
り
も
子
路

へ
の
感
情
を
優
先
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
孔
子
に
と
っ
て
子
路
は

か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
っ
た
の
だ
。
物
語
は
、
礼
よ
り
も
人
と
し
て
の
感
情
を
優
先

さ
せ
る
孔
子
の
姿
で
幕
を
閉
じ
た
。 

  
 

お
わ
り
に 

 

子
路
は
、
互
い
の
間
に
溝
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
も
師
を
敬
愛
し
続
け
る
弟
子

で
あ
っ
た
。「
道
無
き
世
」
に
お
い
て
「
大
き
過
ぎ
る
」
孔
子
は
陰
謀
を
招
き
、
自
己
と

他
者
の
両
方
に
危
険
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
貴
重
な
没

利
害
性
を
持
つ
か
ら
こ
そ
孔
子
は
子
路
を
高
く
買
い
、
そ
の
没
利
害
性
ゆ
え
に
子
路
は

孔
子
の
「
大
き
さ
」
を
ま
っ
す
ぐ
に
慕
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、「
道
無
き
世
」

で
政
治
に
関
わ
る
中
で
「
大
き
過
ぎ
る
」
と
い
う
性
質
の
も
た
ら
す
結
果
を
実
感
し
た

孔
子
は
己
の
「
外
」
の
環
境
に
も
道
を
求
め
、「
道
無
き
世
」
で
楽
し
み
を
全
う
す
る
生

き
方
を
捨
て
て
道
を
説
く
孔
子
に
感
化
さ
れ
た
子
路
は
、「
外
」
か
ら
報
い
を
受
け
る
こ

と
を
求
め
ず
に
自
己
の
「
内
」
の
道
を
極
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
師
弟

の
思
想
は
す
れ
違
っ
て
い
っ
た
。 

 

師
を
敬
愛
し
な
が
ら
も
反
発
す
る
子
路
の
あ
り
方
は
、
異
な
る
性
質
を
持
つ
が
ゆ
え

に
信
頼
し
合
う
師
弟
関
係
の
中
で
子
路
が
成
熟
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
だ
っ
た
。
反

発
の
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
師
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
、
敬
愛
の
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
師
の
応

答
に
感
化
さ
れ
る
。
そ
う
や
っ
て
子
路
は
「
運
命
」
の
意
味
を
理
解
し
た
。
反
発
の
心

が
あ
る
か
ら
こ
そ
師
と
は
対
照
的
な
生
き
方
に
惹
か
れ
、
敬
愛
の
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ

改
め
て
師
の
偉
大
さ
に
気
づ
く
。
そ
う
や
っ
て
子
路
は
「
使
命
」
に
目
覚
め
た
の
で
あ

る
。
彼
に
と
っ
て
孔
子
は
、「
肌
合
の
相
違
」
ゆ
え
に
己
の
性
質
を
浮
き
彫
り
に
し
、
視

野
を
広
げ
て
く
れ
る
存
在
だ
っ
た
。
孔
子
に
と
っ
て
も
ま
た
、
師
を
敬
愛
し
つ
つ
も
決

し
て
妄
信
す
る
こ
と
な
く
、常
に
自
分
な
り
の
考
え
を
持
つ
こ
と
を
や
め
な
い
子
路
は
、

弟
子
で
あ
る
と
同
時
に
か
け
が
え
の
な
い
他
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

子
路
は
形
式
主
義
的
な
礼
に
機
械
的
に
従
う
こ
と
な
く
、
自
分
の
感
情
に
従
う
人
物

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
に
精
神
を
育
て
る
彼
な
り
の
筋
道
で
君
子
と
な
り
、
冠

を
正
す
に
至
っ
た
。
孔
子
は
そ
ん
な
弟
子
の
死
を
深
く
悲
し
み
、
弟
子
を
想
う
感
情
を

礼
よ
り
も
優
先
さ
せ
た
。
後
世
に
残
さ
れ
た
書
物
の
記
述
を
超
え
て
、
子
路
と
孔
子
を

自
分
な
り
に
解
釈
し
な
が
ら
彼
ら
の
変
化
や
す
れ
違
い
を
語
り
、
子
貢
の
視
点
を
通
し

て
肌
は
合
わ
な
い
が
認
め
合
う
独
特
の
関
係
性
を
読
者
に
感
じ
取
ら
せ
る
語
り
手
は
、

残
さ
れ
た
書
物
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
子
路
と
孔
子
の
人
間
ら
し
い
一
面
を
魅
力
的
に

描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
代
人
で
あ
る
語
り
手
は
、
道
を

説
く
と
い
う
彼
ら
の
正
し
さ
よ
り
も
、
人
と
の
絆
を
育
み
、
感
情
に
従
っ
て
生
き
る
人

間
ら
し
さ
の
方
に
惹
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
老
聖
人
は
佇
立
瞑
目
す

る
こ
と
暫
し
、
や
が
て
潸

然

（
さ
ん
ぜ
ん
）

と
し
て
涙
下
つ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
子
路
の
死
を
知

り
感
情
的
に
嘆
く
と
き
の
孔
子
を
こ
そ
、「
老
聖
人
」
と
敬
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
山
月
記
」
と
「
牛
人
」
に
お
け
る
「
運
命
」
は
不
可
解
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、

「
弟
子
」
に
描
か
れ
た
「
運
命
」
は
理
由
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ
は
時
代
と
の

相
性
の
悪
さ
で
あ
る
。「
道
無
き
世
」
が
も
た
ら
す
不
遇
と
い
う
「
運
命
」
は
、
そ
ん
な

世
に
あ
り
な
が
ら
時
代
に
逆
ら
っ
て
道
を
説
く
こ
と
を
選
ん
だ
た
め
に
降
り
か
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
子
路
も
承
知
し
て
い
る
。
理
由
が
わ
か
っ
て
い
る
の
な
ら

ば
対
処
法
も
簡
単
に
見
つ
か
る
。
道
を
説
く
こ
と
を
や
め
れ
ば
い
い
の
だ
。「
山
月
記
」

と
「
牛
人
」
に
お
け
る
逃
れ
ら
れ
な
い
「
運
命
」
と
は
違
い
、「
弟
子
」
に
お
け
る
そ
れ

は
回
避
可
能
な
の
だ
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
子
路
は
そ
う
は
し
な
い
。「
道
無
き
世
な
れ
ば
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こ
そ
、
危
険
を
冒
し
て
も
尚
道
を
説
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
あ
え
て
時

代
錯
誤
な
生
き
方
に
「
使
命
」
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。「
運
命
」
を
作
る
「
天
」
に

不
満
を
抱
く
こ
と
を
や
め
、
不
遇
と
い
う
「
運
命
」
の
中
に
己
の
「
使
命
」
を
見
出
し

た
の
だ
。
だ
か
ら
子
路
は
、
自
ら
望
ん
で
「
運
命
」
の
渦
中
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
運
命
」
は
李
徴
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
叔
孫
豹
の
気
力
を
奪
っ
た
。
李
徴
も

叔
孫
豹
も
、「
運
命
」
に
よ
っ
て
一
人
の
人
間
と
し
て
の
意
志
を
踏
み
に
じ
ら
れ
、
抗
う

こ
と
を
諦
め
た
の
だ
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
消
極
的
な
命、
な
り
、
、
」
で
あ
る
。
対
し
て
子
路

は
、
己
の
「
運
命
」
を
認
識
し
た
う
え
で
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
「
積
極
的
な
命、
な
り
、
、
」

を
実
現
し
た
。
困
窮
す
る
「
運
命
」
の
中
で
も
生
き
方
を
曲
げ
な
い
孔
子
に
感
化
さ
れ
、

「
道
無
き
世
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
「
運
命
」
が
訪
れ
て
も
道
を
実
践
し
続
け
る
こ

と
を
決
意
し
た
子
路
は
、「
運
命
」
に
意
志
を
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
子
路
に
と
っ

て
「
運
命
」
は
「
外
」
の
環
境
に
過
ぎ
ず
、
己
の
「
内
」
を
乱
す
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。「
運
命
」
は
子
路
を
変
化
さ
せ
る
ほ
ど
の
強
制
力
を
持
っ
て
い
な
い
。
論
者
は

先
に
、「
山
月
記
」
と
「
牛
人
」
の
二
作
品
は
「
運
命
」
を
前
に
し
た
人
間
の
意
志
の
無

力
さ
を
描
い
て
い
る
と
述
べ
た
。「
弟
子
」
に
お
い
て
は
そ
の
関
係
が
全
く
の
逆
に
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
「
弟
子
」
は
、
人
間
の
意
志
を
前
に
し
た
「
運
命
」
の
無
力
さ
を
描

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
で
主
軸
と
な
る
の
は
「
運
命
」
な
ど
で
は
な
く
人
間

だ
。「
弟
子
」
は
、「
運
命
」
が
翻
弄
し
得
な
い
人
間
を
描
い
た
作
品
な
の
で
あ
る
。 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、こ
の
物
語
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
四
三
年
、戦
時
下
で
あ
る
。

己
の
意
志
や
感
情
に
従
い
な
が
ら
人
間
ら
し
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
人
々
を
鮮
や
か

に
描
き
出
し
た
本
作
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
が
許
さ
れ
な
い
世
相
に
疑
問
を
呈
す
る

と
と
も
に
、「
思
考
忌
避
性
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
へ
の
・
一
種
の
防
腐
剤
」（「
章
魚
木

の
下
で
」
前
掲
）
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
論
者
は
考
え
る
。
己
や
世
界
と
向

き
合
い
続
け
る
子
路
の
生
き
ざ
ま
を
通
し
て
、
戦
争
と
い
う
「
運
命
」
の
中
に
あ
っ
て

も
集
団
の
軍
国
熱
に
浮
か
さ
れ
る
こ
と
な
か
れ
、
自
身
の
思
考
を
放
棄
す
る
こ
と
な
か

れ
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
外
国
の
古
書
を
原
典
と
し
て
描
か
れ
た
時
局

性
の
薄
い
作
品
で
あ
る
「
弟
子
」
は
、
戦
意
高
揚
を
目
的
と
す
る
当
時
の
文
壇
の
流
れ

か
ら
は
外
れ
て
い
た
。
時
代
の
風
潮
に
逆
ら
う
よ
う
に
「
ほ
ん
も
の

、
、
、
、
」
の
文
学
を
追
求

し
た
中
島
の
姿
は
、
時
代
錯
誤
だ
と
し
て
も
道
を
説
く
こ
と
を
選
ぶ
子
路
の
姿
に
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

「
弟
子
」
は
、「
運
命
」
の
中
で
己
の
意
志
を
貫
く
子
路
の
特
異
性
に
注
目
さ
れ
て
き

た
。
そ
ん
な
子
路
像
を
「
中
島
文
学
に
お
け
る
新
た
な
展
開
の
一
つ
」（
郭
玲
玲
論
）
と

す
る
見
方
も
あ
る
が
、
彼
の
生
ま
れ
持
っ
た
性
質
だ
け
で
は
、「
運
命
」
に
不
満
を
持
つ

に
留
ま
り
、「
使
命
」
に
目
覚
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
李
徴
と

叔
孫
豹
と
は
違
い
、
子
路
は
一
人
で
「
運
命
」
と
対
峙
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
不

遇
と
い
う
「
運
命
」
の
中
を
、
孔
子
と
共
に
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
に
お

い
て
、「
運
命
」
に
さ
え
左
右
さ
れ
な
い
子
路
の
人
物
像
を
形
成
し
た
の
は
人
と
の
交
流

で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
子
路
が
「
使
命
」
へ
の
目
覚
め
と

い
う
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
同
じ
「
運
命
」
の
渦
中
に
、
異
な
る
肌
合
い

を
持
ち
、
尚
且
つ
敬
愛
と
反
発
の
両
方
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
孔
子
が
い
た
か
ら
で
あ

る
。中
島
文
学
の
主
人
公
と
し
て
子
路
が
独
自
の
個
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、

他
者
と
の
交
流
が
人
間
に
影
響
を
及
ぼ
す
さ
ま
を
描
い
た
点
で
「
弟
子
」
と
い
う
作
品

自
体
が
「
新
た
な
展
開
の
一
つ
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
孤
独
に
「
運
命
」
に
翻

弄
さ
れ
て
き
た
中
島
文
学
の
主
人
公
が
、
初
め
て
同
じ
「
運
命
」
を
共
に
生
き
る
他
者

を
得
た
作
品
、
そ
れ
が
「
弟
子
」
な
の
で
あ
る
。
強
度
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
複
数

登
場
さ
せ
、
彼
ら
の
交
流
を
密
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
成
熟
や
強
さ
を
照
ら
し

出
し
た
「
弟
子
」
は
、
人
間
が
物
語
の
主
導
権
を
「
運
命
」
か
ら
奪
還
し
た
記
念
碑
的

作
品
で
あ
る
。 
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注 

（
１
）「
弟
子
」
の
原
稿
に
は
、
草
稿
と
初
出
誌
掲
載
時
に
使
用
さ
れ
た
浄
書
原
稿
の
二

種
類
が
あ
り
、
本
稿
の
底
本
で
あ
る
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編

『
中
島
敦
全
集
』
第
一
巻
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
筑
摩
書
房
）
が
採
用
し
た
の

は
浄
書
原
稿
の
方
で
あ
る
。
草
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
子
路
」
で
あ
り
、
浄
書
原
稿

に
は
「
師
弟
」
か
ら
「
弟
子
」
へ
と
訂
正
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
子
路
」

→

「
師
弟
」→

「
弟
子
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
変
遷
が
窺
え
る
。 

（
２
）「
古
譚
」
と
は
四
編
の
総
題
で
あ
る
。
中
島
か
ら
四
編
の
原
稿
を
託
さ
れ
て
い
た

深
田
久
弥
の
推
薦
に
よ
り
、「
山
月
記
」
と
「
文
字
禍
」
が
一
九
四
二
年
二
月
に
『
文

學
界
』（
第
九
巻
第
二
号
、
文
藝
春
秋
社
）
に
て
「
古
譚
」
の
名
の
も
と
に
発
表
さ

れ
た
。「
狐
憑
」
と
「
木
乃
伊
」
は
同
年
七
月
に
単
行
本
『
光
と
風
と
夢
』（
筑
摩

書
房
）
に
収
録
さ
れ
て
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。 

（
３
）「
弟
子
」
執
筆
当
時
の
作
者
の
状
況
と
時
局
に
つ
い
て
は
、
鷺
只
雄
「
中
島
敦
年

譜
」（
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編
『
中
島
敦
全
集
』
別
巻
、
二
〇

〇
二
年
五
月
、
筑
摩
書
房
）、
神
藤
猛
「
危
機
に
お
け
る
意
思
決
定
と
「
運
用
継
続

性
」―

高
信
頼
性
組
織
理
論
か
ら
見
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦―

」（『
防
衛
学

研
究
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
日
本
防
衛
学
会
）、
山
下
真
史
「
中
島

敦
に
お
け
る
「
戦
争
と
文
学
」」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第
六
九
巻
、
二
〇
一
四
年
九

月
、
昭
和
文
学
会
）、
小
谷
怜
央
「
初
期
本
土
空
襲
か
ら
見
る
日
本
の
防
空
体
制
に

お
け
る
問
題
と
限
界―

一
九
三
八
年
の
九
州
へ
の
中
国
軍
機
来
襲
を
中
心
に

―

」（『
文
学
研
究
論
集
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
明
治
大
学
大
学
院
）

な
ど
を
参
照
し
た
。 

（
４
）「
古
俗
」
と
は
、
一
九
四
二
年
七
月
に
『
政
界
往
来
』（
第
一
三
巻
第
七
号
、
政

界
往
来
社
）
に
て
発
表
さ
れ
た
「
盈
虚
」
と
「
牛
人
」
の
総
題
で
あ
る
。 

（
５
）
橋
本
正
志
「
中
島
敦
「
山
月
記
」
論―

唐
代
伝
奇
「
人
虎
伝
」
と
作
品
の
人

物
・
舞
台
設
定
を
視
座
と
し
て―

」（『
論
究
日
本
文
学
』
第
九
六
巻
、
二
〇
一

二
年
五
月
、
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
）
は
、
原
典
で
あ
る
「
人
虎
伝
」
で
は
李

徴
は
自
身
の
変
身
を
放
火
殺
人
の
報
い
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、「
山
月
記
」

は
そ
の
筋
立
て
の
書
き
換
え
に
よ
っ
て
「
人
虎
伝
」
を
換
骨
奪
胎
し
た
作
品
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。「
人
虎
伝
」
に
お
い
て
も
李
徴
は
変
身
の
理
由
を
己
自
身
に
見

出
し
て
い
る
が
、「
山
月
記
」
の
李
徴
が
導
き
出
す
「
運
命
」
の
理
由
は
原
典
の
因

果
応
報
と
比
較
す
る
と
不
明
瞭
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
李
徴
の
内
省
か
ら

説
得
力
を
奪
っ
て
い
る
と
論
者
は
考
え
る
。 

（
６
）
蓼
沼
正
美
「「
山
月
記
」
論―

自
己
劇
化
と
し
て
の
語
り―

」（『
国
語
国
文

研
究
』
第
八
七
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
）
は
、

始
め
は
わ
か
ら
な
い
と
述
べ
て
い
た
は
ず
の
変
身
の
理
由
を
李
徴
が
己
と
結
び
付

け
て
い
く
の
は
、
語
る
こ
と
で
「
自
分
が
ど
れ
だ
け
（
悲
）
劇
的
な
運
命
を
背
負

わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
」
を
自
覚
し
た
か
ら
で
あ
る
と
分
析
し
た
。
李
徴
が
そ
こ

に
「
存
在
証
明

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

」
を
見
出
し
て
自
己
を
演
出
し
た
結
果
と
し
て
、
彼
が
語
る
ほ
ど

に
虎
に
な
っ
た
理
由
の
「（
悲
）
劇
性
」
は
増
幅
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
論
考
で

あ
る
。
蓼
沼
の
議
論
を
引
き
受
け
た
千
田
洋
幸
「
自
己
物
語
の
戦
略―

「
山
月

記
」
を
読
み
直
す―

」（『
現
代
文
学
史
研
究
』
第
二
九
集
、
二
〇
一
八
年
一
二

月
、
現
代
文
学
史
研
究
所
）
も
ま
た
、
李
徴
の
語
る
行
為
に
着
目
し
て
い
る
。
そ

の
語
り
は
、
理
由
が
「
判
ら
ぬ
」
か
ら
こ
そ
「
運
命
」
と
い
う
「
あ
い
ま
い
な
定

義
」
を
与
え
て
お
く
し
か
な
か
っ
た
は
ず
の
虎
へ
の
変
身
を
「「
正
当
化
」
し
必
然

化
す
る
言
葉
」
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
千
田
は
述
べ
て
い
る
。
李
徴
の
語

り
は
同
時
に
、
弱
さ
を
認
め
る
「
人
間
的
」
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
聴
き
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手
の
同
情
と
同
一
化
を
誘
い
、
自
己
承
認
の
欲
求
を
満
た
す
も
の
で
も
あ
っ
た
と

論
述
さ
れ
て
い
る
。
蓼
沼
も
千
田
も
、
語
る
行
為
が
李
徴
の
内
に
「
運
命
」
の
理

由
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
論
者
は
さ
ら
に
、
李
徴
の
語
り
の
中

で
生
じ
た
自
己
認
識
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
た
。 

（
７
）「
牛
人
」
は
、
原
典
で
あ
る
「
春
秋
左
氏
伝
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
が
重
ね

ら
れ
て
き
た
作
品
で
あ
る
。
西
谷
博
之
「
中
島
敦
「
盈
虚
」
と
「
牛
人
」
の
世
界
」

（『
比
較
文
学
』
第
二
〇
巻
、
一
九
七
七
年
一
二
月
、
日
本
比
較
文
学
会
）
は
、「
春

秋
左
氏
伝
」
で
は
自
ら
が
選
ん
だ
人
物
を
後
継
ぎ
に
し
て
叔
孫
家
を
裏
で
操
る
と

い
う
豎
牛
の
目
的
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
牛
人
」
で
は
作
者
が
「
豎
牛
の

目
的
が
ど
こ
に
あ
る
か
最
後
ま
で
明
ら
か
に
し
な
い
」と
指
摘
し
た
。畢
復
芸「「
世

界
の
き
び
し
い
悪
意
」
の
真
相―

中
島
敦
の
「
古
俗
」―

」（『C
o
m
p
a
ra
tio

』

第
二
巻
、
一
九
九
八
年
四
月
、
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
比
較
文

化
研
究
会
）
は
、「
春
秋
左
氏
伝
」
で
は
仁
や
義
に
篤
い
が
家
来
を
選
ぶ
こ
と
が
不

得
意
で
あ
る
と
い
っ
た
叔
孫
豹
の
人
物
像
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
牛
人
」

で
は
作
者
が
「
原
典
に
あ
る
叔
孫
の
性
格
に
つ
い
て
の
描
写
を
特
に
書
き
換
え
る

こ
と
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
削
除
し
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。 

（
８
）
各
務
は
、
非
難
す
べ
き
人
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
で
気
持
ち
を
晴
ら
す
文
化
が
存

在
し
て
い
た
春
秋
戦
国
時
代
に
お
い
て
、
人
間
を
食
品
に
変
化
さ
せ
る
醢
刑
は
死

刑
の
中
で
も
復
讐
の
色
が
強
い
刑
罰
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
史

実
上
の
子
路
が
醢
刑
に
処
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
行
動
を
き
っ
か
け
に
孔
子
一
行
や

そ
の
他
の
人
々
が
政
変
の
中
心
人
物
で
あ
る
蒯
聵

か
い
が
い

に
反
発
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
最
初
に
反
発
し
て
き
た
子
路
に
最
も
残
酷
な
刑
罰
を
科
す
こ
と
で
人
々
に
恐

怖
を
与
え
て
反
乱
の
抑
止
力
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
察
し
て
い

る
。 

 

※
「
弟
子
」「
山
月
記
」「
牛
人
」
の
本
文
引
用
は
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川

村
湊
編
『
中
島
敦
全
集
』
第
一
巻
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
る
。

「
章た

魚こ
の

木き

の
下
で
」
は
同
全
集
の
第
二
巻
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
に
拠
る
。
傍
点

は
全
て
原
文
に
従
っ
た
。
ル
ビ
の
（ 

）
の
有
無
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
引
用
元

の
編
者
が
難
読
の
漢
字
等
に
補
っ
た
ル
ビ
を
原
文
に
あ
る
ル
ビ
と
区
別
す
る
た
め

に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
が
、
歴
史
的

仮
名
遣
い
は
原
文
に
従
っ
て
い
る
。
ル
ビ
は
適
宜
取
捨
し
た
。 

 

付
記 

 
 

本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
度
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
「
敬

愛
し
な
が
ら
反
発
し
、
反
発
し
な
が
ら
敬
愛
す
る―

―

中
島
敦
「
弟
子
」
論―

―

」

を
も
と
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

参
考
文
献
一
覧 

・
高
木
卓
「
作
用
力
の
乏
し
さ―

文
芸
時
評
（
抄
）」（『
新
潮
』
第
四
〇
巻
第
三
号
、

一
九
四
三
年
三
月
、
新
潮
社
） 

・
佐
々
木
充
「「
李
陵
」
と
「
弟
子
」―

中
島
敦
・
中
国
古
典
取
材
作
品
研
究(

一)―

」

（『
帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
巻
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
、
帯
広
大
谷
短
期
大

学
） 

・
高
橋
英
夫
「
中
島
敦
論―

運
命
と
人
間―

」（『
海
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
六

九
年
一
一
月
、
中
央
公
論
社
） 

・
木
村
一
信
「「
山
月
記
」
論
」（『
日
本
文
学
』
第
二
四
巻
第
四
号
、
一
九
七
五
年
四
月
、

日
本
文
学
協
会
） 
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・
佐
々
木
充
「「
弟
子
」―

お
の
れ
を
支
え
る
も
の―

」（
同
著
『
中
島
敦
の
文
学
』

一
九
七
六
年
六
月
、
桜
楓
社
） 

・
佐
々
木
充
「「
李
陵
」―

運
命
へ
の
問
い―

」（
同
著
『
中
島
敦
の
文
学
』
前
掲
） 

・
西
谷
博
之
「
中
島
敦
「
盈
虚
」
と
「
牛
人
」
の
世
界
」（『
比
較
文
学
』
第
二
〇
巻
、

一
九
七
七
年
一
二
月
、
日
本
比
較
文
学
会
） 

・
勝
又
浩
「
作
品
と
鑑
賞―

『
山
月
記
』
鑑
賞―

」（
同
著
『S

p
irit

中
島
敦≪

作

家
と
作
品≫

』
一
九
八
四
年
七
月
、
有
精
堂
） 

・
勝
又
浩
「
中
島
敦 

代
表
作
解
題―

『
弟
子
』―

」（
同
著
『S

p
irit

中
島
敦≪

作
家
と
作
品≫

』
前
掲
） 

・
木
村
一
信
「
文
学
史
的
定
位
の
基
点―
『
章
魚
木
の
下
で
』
を
視
座
と
し
て―

」

（
同
著
『
中
島
敦
論
』
一
九
八
六
年
二
月
、
双
文
社
） 

・
木
村
一
信
「『
弟
子
』
論―

「
己
が
性
情
」
へ
の
指
向―

」（
同
著
『
中
島
敦
論
』

前
掲
） 

・
木
村
一
信
「『
李
陵
』
論―

中
島
文
学
の
達
成―

」（
同
著
『
中
島
敦
論
』
前
掲
） 

・
蓼
沼
正
美
「「
山
月
記
」
論―

自
己
劇
化
と
し
て
の
語
り―

」（『
国
語
国
文
研
究
』

第
八
七
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
） 

・
秋
元
誠
「
中
島
敦
「
弟
子
」
考―

そ
の
劇
的
な
る
も
の―

」（『
富
山
工
業
高
等

専
門
学
校
紀
要
』
第
二
五
巻
、
一
九
九
一
年
三
月
、
富
山
高
等
専
門
学
校
） 

・
藤
村
猛
「
中
島
敦
論
ノ
ー
ト
（
五
）―

「
南
洋
行
」
か
ら
「
弟
子
」
へ―

」（『
国

語
国
文
論
集
』
第
二
二
号
、
一
九
九
二
年
二
月
、
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
） 

・
藤
村
猛
「
中
島
敦
論
ノ
ー
ト
（
六
）」（『
国
語
国
文
論
集
』
第
二
三
号
、
一
九
九
三
年

一
月
、
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
） 

・
吉
永
智
子
「
中
島
敦
論
」（『
国
文
研
究
』
第
四
三
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
熊
本
女

子
大
学
国
文
談
話
会
） 

・
畢
復
芸
「
「
世
界
の
き
び
し
い
悪
意
」
の
真
相―

中
島
敦
の
「
古
俗
」―

」

（『C
o
m
p
a
ra
tio

』
第
二
巻
、
一
九
九
八
年
四
月
、
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文

化
研
究
科
比
較
文
化
研
究
会
） 

・
勝
又
浩
「
語
注
」（
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編
『
中
島
敦
全
集
』
第

一
巻
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
筑
摩
書
房
） 

・
勝
又
浩
・
川
村
湊
・
鷺
只
雄
「
解
題
」（
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編

『
中
島
敦
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
） 

・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
「
解
題
」（
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編
『
中
島
敦

全
集
』
第
二
巻
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
筑
摩
書
房
） 

・
鷺
只
雄
「
中
島
敦
年
譜
」（
高
橋
英
夫
・
勝
又
浩
・
鷺
只
雄
・
川
村
湊
編
『
中
島
敦
全

集
』
別
巻
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
筑
摩
書
房
） 

・
村
田
秀
明
「「
君
子
は
、
冠
を
、
正
し
う
し
て
」
の
出
自―

『
東
洋
思
想
叢
書
２ 

春

秋
』―

」（
同
著
『
中
島
敦
『
弟
子
』
の
創
造
』
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
明
治
書
院
） 

・
西
原
大
輔
「
中
島
敦
「
李
陵
」「
弟
子
」
と
南
洋
植
民
地
」（『
比
較
文
學
研
究
』
第
八

六
号
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
東
大
比
較
文
學
會
） 

・
奴
田
原
諭
「
存
在
の
透
明
度―

中
島
敦
「
弟
子
」
考―

」（『
昭
和
文
学
研
究
』

第
五
五
巻
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
昭
和
文
学
会
） 

・
神
藤
猛
「
危
機
に
お
け
る
意
思
決
定
と
「
運
用
継
続
性
」―

高
信
頼
性
組
織
理
論

か
ら
見
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦―

」（『
防
衛
学
研
究
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
七
年

一
一
月
、
日
本
防
衛
学
会
） 

・
松
村
良
「
中
島
敦
「
弟
子
」
論―

師
弟
愛
に
つ
い
て―

」（『
学
習
院
大
学
国
語

国
文
学
会
誌
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
学
習
院
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学

会
） 

・
荒
木
雪
葉
「
中
島
敦
「
牛
人
」
の
天
あ
る
い
は
天
命
観
」（『
地
域
健
康
文
化
学
論
輯
』
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第
一
巻
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、
地
域
健
康
文
化
学
会
） 

・
閻
瑜
「
中
島
敦
文
学
に
お
け
る
「
天
」―

疑
天
か
ら
敬
天
へ―

」（『
大
妻
女
子

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
大
妻
女
子
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
） 

・
橋
本
正
志
「
中
島
敦
「
山
月
記
」
論―

唐
代
伝
奇
「
人
虎
伝
」
と
作
品
の
人
物
・

舞
台
設
定
を
視
座
と
し
て―

」（『
論
究
日
本
文
学
』
第
九
六
巻
、
二
〇
一
二
年
五

月
、
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
） 

・
山
下
真
史
「
中
島
敦
に
お
け
る
「
戦
争
と
文
学
」」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第
六
九
巻
、

二
〇
一
四
年
九
月
、
昭
和
文
学
会
） 

・
郭
玲
玲
「
中
島
敦
『
弟
子
』
論―

己
を
堅
持
す
る
子
路
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て―

」

（『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア

研
究
科
） 

・
千
田
洋
幸
「
自
己
物
語
の
戦
略―

「
山
月
記
」
を
読
み
直
す―

」（『
現
代
文
学

史
研
究
』
第
二
九
集
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
現
代
文
学
史
研
究
所
） 

・
小
谷
怜
央
「
初
期
本
土
空
襲
か
ら
見
る
日
本
の
防
空
体
制
に
お
け
る
問
題
と
限
界

―

一
九
三
八
年
の
九
州
へ
の
中
国
軍
機
来
襲
を
中
心
に―

」（『
文
学
研
究
論
集
』

第
五
〇
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
明
治
大
学
大
学
院
） 

・
橋
本
正
志
「
中
島
敦
「
章
魚
木
の
下
で
」
論―

島
木
健
作
『
満
洲
紀
行
』
の
影
響

を
中
心
に―

」（『
別
府
大
学
紀
要
』
第
六
一
号
、
二
〇
二
〇
年
二
月
、
別
府
大
学

会
） 

・
各
務
美
穂
「
中
国
の
刑
罰―

醢
刑
を
中
心
に―

」（『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第

二
三
号
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
、
佛
教
大
学
中
国
言
語
文
化
研
究
会
） 

・
石
井
要
「
虎
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か―

「
山
月
記
」
論―

」（
同
著
『
中

島
敦 

意
識
の
ゆ
ら
ぎ
か
ら
複
数
の
世
界
へ
』
二
〇
二
四
年
五
月
、
ひ
つ
じ
書
房
） 
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